
平成30年9月末現在の
人口の動き

●人口　 14,154人（前月比−12人） 男 7,085人（−6人） ●外国人人口 189人（前月比＋11人）男 91人（＋9人）女 98人（＋2人）
　（外国籍除く） 　（前年比−23人） 女 7,069人（−6人） ●世帯数 4,683世帯（外国人のみの世帯含む）

November  No.50811広報せいろう
2018

　10 月 15 日（月）、蓮野・蓮潟・亀代こども園の年
長組さんが、聖籠中学校の畑でサツマイモ堀りをがん
ばりました。
　蓮潟集落のおじいちゃんおばあちゃんもお手伝いに
駆けつけ、たくさんのサツマイモが採れました。

見て見て！大きいサツマイモ！

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

　珍しいサツマイモの花が
咲いていました。

主な内容
・平成 29年度決算 	 P2
・行財政改革有識者会議の状況 	 P8
・祝　敬老 	 P12
・ハルビン市訪問交流 	 P14
・オーストラリア語学研修（後編）	 P18
・町職員（保健師／自動車運転手）採用試験 	 P26
・農業委員、農地利用最適化推進委員募集 	 P27
・アルビレックス新潟情報 	 P34
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認
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確
定
し
ま
す
。

一般会計決算
　一般会計とは市町村などの会計の中心で行政
運営の基本的な経費を処理する会計です。平成
29 年度、町の歳入は 72 億 6,150 万円で、歳出
が 68 億 6,655 万円となり、平成 30 年度に繰り
越した事業費の財源 614 万円を差し引いて、3
億 8,881 万円の黒字決算となりました。

（平成28年度　89 .9％）
　経常収支比率とは、毎年経常的に使われる経費（人件
費、扶助費、公債費など）に対して、町税などの経常的
に得られる一般財源が、どの程度使われているかを比率
で表したものです。経常収支比率は財政のゆとりを表す
もので、この数値が低いほどゆとりがあるとされています。
※一般財源とは・・・使い道が決められていない自由に
使える収入のことをいいます。

（平成28年度　1.119）
　地方公共団体の財政上の能力を示す指数です。こ
の指数が 1.0 を超えると国からの普通交付税が配分
されません。（不交付団体となります）
　聖籠町は昭和 59 年から不交付団体です。

経常収支比率　90.5％ 財政力指数　1.118

一般会計歳出

　　　　  68 億 6,655 万円
町民一人あたり

　　　　　  47 万 9,207 円

（　　　 ）平成30年 1 月 1 日の
人口 14,329 人

使いました

一般会計歳入

72億6,150万円
町税

43億7,917万円
（60.3％）

その他
4億4,900万円
（6.2％）

町債、分担金及び負担金、
使用料及び手数料など

県支出金
5億5,185万円
（7.6％）

使い道を特定して県が
支出する補助金など

繰越金
3億3,722万円
（4.6％）

前年度から繰り越した
お金

諸収入
3億3,309万円
（4.6％）

貯金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

国庫支出金
6億6,391万円
（9.1％）

使い道を特定して国が
支出する補助金など

内訳
固定資産税 32億8,272万円 （75.0％）
町民税（個人） 5億2,304万円 （11.9％）
町民税（法人） 3億6,704万円 （8.4％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税 2億637万円 （4.7％）

内訳
固定資産税 32億8,272万円 （75.0％）
町民税（個人） 5億2,304万円 （11.9％）
町民税（法人） 3億6,704万円 （8.4％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税 2億637万円 （4.7％）

地方消費税交付金
3億299万円
（4.2％）

繰入金
1億2,761万円
（1.8％）

特別会計、基金からの繰入金

地方譲与税
1億1,666万円
（1.6％）

国が徴収した特定の税の
うち、一定の基準で町へ
交付されるもの
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特別会計とは？
　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し
かし、様々な行政需要が求められてきている現在、一つの
会計で処理することが難しくなってきました。
　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ
かりやすいように処理するのが特別会計です。

特別会計決算

平成29年度
決　算

まちづくりのために
合　計一般会計

特別会計

一般会計歳出

68億6,655万円
教育費

13億5,287万円
（19.7％）

こども園・学校・
社会教育・
社会体育事業など

民生費
20億4,140万円
（29.7％）

高齢者・児童・障がい
福祉事業など

土木費
8億3,809万円
（12.2％）
道路・公園・
港湾整備など

衛生費
5億5,962万円
（8.2％）

保健事業、ごみ処理
事業など

商工費
1億5,225万円
（2.2％）

商工業の振興、観光
事業など

農林水産業費
2億8,420万円
（4.1％）

農業・漁業振興、
土地改良事業など

公債費
3億4,418万円
（5.0％）

町が借り入れたお金
の返済

消防費
3億1,276万円
（4.6％）

消防団活動、消防施
設整備など

総務費
7億6,349万円
（11.1％）

公害・交通安全対策、
選挙、広域関連事業など

諸支出金
1億1,042万円
（1.6％）
基金への積立
（町の貯金）など

議会費
1億705万円
（1.6％）
議会活動

労働費
22万円
（0.0％）
雇用対策など

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
国 民
健 康 保 険

事 業 勘 定 15 億 6,686 万円 14 億 8 ,780 万円
施 設 勘 定 1億 268 万円 9,423 万円

介 護 保 険 12 億 4,926 万円 11 億 4 ,128 万円
後 期 高 齢 者 医 療 7,830 万円 7,724 万円
県営開拓パイロット事業 1,116 万円 495 万円

下水道事業
収益的収支 7億 2,590 万円 6億 8,923 万円
資本的収支 1億 629 万円 3億 9,607 万円

水 道 事 業
収益的収支 2億 9,065 万円 2億 5,876 万円
資本的収支 0万円 3,234 万円

110億円

■町債の状況
区　　　　分 平成29年度末残高

一 般 会 計 31 億 372 万円
国民健康保険特別会計 4,786 万円
下 水 道 事 業 会 計 60 億 7,939 万円
水 道 事 業 会 計 4億 181 万円
合　　　　　　　計 96 億 3,278 万円

■基金の状況
区　　　　分 平成29年度末残高

財 政 調 整 基 金 4億 7,694 万円
減 債 基 金 8,465 万円
災 害 救 助 基 金 1億 2,685 万円
土 地 開 発 基 金 6,407 万円
道 路 整 備 基 金 996 万円
教 育 振 興 基 金 320 万円
公 共用施設整備基金 2,923 万円
公 共用施設維持基金 6,286 万円
地 域 福 祉 基 金 3,669 万円
観音の湯ざぶ～ん館維持基金 4,875 万円
町営住宅および共同施設維持基金 1 億 6,632 万円
ふ る さ と 応 援 基 金 2,375 万円
国営加治川用水地区土地改良事業基金 6 ,323 万円
国民健康保険高額療養費貸付基金 200 万円
一般旅券発給等事務証紙等購買基金 50 万円
合　　　　　　計 11 億 9,900 万円

  平成29年度に行った
　　　    主な建設事業

・蓮潟居浦山線道路新設事業
� 7 ,175 万円
・地方創生拠点施設建設工事
　（そだちの家）
� 5 ,981 万円
・次第浜網代浜線拡幅事業
� 3 ,666 万円
・蓮潟二ツ山龍門線外 2路線
　消雪パイプ整備事業
� 2 ,522 万円
・蓮野苔沼線拡幅事業
� 2 ,122 万円
・桃山鷹山下線拡幅事業
� 1 ,722 万円
・真野島ノ内線外 1路線道路
　側溝整備事業
� 994 万円
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【用語の説明】

 

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 　一般会計などにおける標準財政規模※1 に対する、歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です。
つまり、黒字か赤字かを判断する指標です。本町は、赤字でない（黒字）ため、「－」で表しています。

連結実質赤字比率 　町の全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合です。本町は、赤字でない（黒字）た
め「－」で表しています。

実質公債費比率 　収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを示す指標で、資金繰りの危険度を示します。
一部事務組合、広域連合まで含めて算定します。

将来負担比率 　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債※2の標準財政規模に対する比率で、それらの負債が将来、
財政を圧迫する可能性があるかを示したものです。

早期健全化基準 　指標が、1つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善努力による財
政健全化を行っていかなければなりません。

財政再生基準 　指標が、1つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定し、国などの関与による確実な再
生を行っていかなければなりません。

資金不足比率 　公営企業の資金不足額※3 に対する事業の規模の割合を示したもので、経営状況の健全度を表してい
ます。本町は、資金不足がないため「－」と表示しています。

※１　地方公共団体の標準的な年間収入	
※２　一般会計等が償還する地方債や、退職手当支給予定額等の合計　	
※３　収入－支出などで求められ、一般会計等の実質赤字に相当するもの	

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により地方公共団体は、健全化判断比率および資金不足比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で議会へ報告し、住民に公表することが義務付けられています。
　それぞれの指標が、早期健全化基準、財政再生基準を上回ると、財政健全化計画、財政再生計画を策定しなければ
なりません。
　本町における平成 29 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率を次のとおり公表します。

平成29年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率

平成29年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率

 1  健全化判断比率	 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
聖籠町の比率 ― ―  7.3  40.7

早期健全化基準 1 5 . 0 0 2 0 . 0 0 2 5 . 0 3 5 0 . 0
財政再生基準 2 0 . 0 0 3 0 . 0 0 3 5 . 0 －

 2  資金不足比率	 （単位：％）

特　別　会　計　の　名　称 資 金 不 足 比 率
下 水 道 事 業 会 計 －
水　道　事　業　会　計 －

一
般
会
計
等

一般会計

県営開拓パイロット事業
聖籠町特別会計

公
営
事
業
会
計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

水道事業会計
※公営企業会計
　ごとに算定

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

 3  健全化判断比率などの対象範囲
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（2）職員給与費の状況（普通会計決算）
区　分 職　員　数

【Ａ】
給与費 １人当たり給与費

Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計　【Ｂ】
29年度 156	人 546 ,173 千円 51 ,639 千円 214 ,084 千円 826 ,397 千円 5,297 千円

（注）		1　職員手当には退職手当を含まない。
2　職員数は、特別職、派遣職員（派遣先で給与が支給されている職員）を除く。

（1）人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

（H30.1.1 現在）
歳出額
【Ａ】 実質収支 人件費

【Ｂ】
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
前年度人件費率

29年度 14 ,329	人 7 ,227 ,300 千円 395 ,016 千円 1,268 ,462 千円 17 .6％ 16 .8％

平成 29 年 4 月 2 日から平成 30 年 4 月 1 日までにおける運用 聖　籠　町 国
管理職員 一般職員 管理職員 一般職員

㋑　人事評価を実施した ◯ ◯ ◯ ◯
標準に加え、上位及び下位の区分も運用 ◯ ◯ ◯ ◯
標準に加え、上位の区分も運用
標準に加え、下位の区分も運用
標準の区分のみ運用
ロ　人事評価を実施していない

（3）職員数に関する状況（平成30年4 月 1 日現在）
①部門別職員数の状況

区　　分 職 員 数 増減数 主な増減理由部　　門 H29 H30

一般行政部門

議 会 3 3 0
総務企画 32 32 0
税 務 9 10 1 前年度退職者の補充
民 生 15 16 1 子ども家庭相談体制の充実
衛 生 12 13 1 育児休業予定職員の調整
農林水産 9 9 0
商 工 2 2 0
土 木 12 12 0
小　 計 94 97 3

特別行政部門 教 育 60 60 0
小　 計 60 60 0

普通会計合計 154 157 3
公営企業等
会 計 部 門

上下水道 6 6 0
そ の 他 13 13 0
小 計 19 19 0

合　　　計 173 176 3
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分

を保有する休職者・派遣職員などを含み、臨時、または非
常勤職員を除いています。

（1）退職者の状況（平成29年度）
退職者数内訳 定年退職 勧奨退職 その他退職 計
一 般 行 政 4 1 - 5
専 門 職 - - 2 2
教 育 職 - 1 - 1
技能労務職 - - - -

計 4 2 2 8

人事行政の運営状況
　聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 17 年聖籠町条例第 15 号）の規定により、
人事行政の運営状況等について公表します。

3. 職員の給与の状況  

2. 職員の人事評価の状況  

（2）採用者の状況（平成30年4 月 1 日）
採用者数内訳

一 般 行 政 6
専 門 職 3
教 育 職 2
技能労務職 -

計 11

②年齢別職員構成の状況 【単位：人】

区分
20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

H30.4.1 0 9 13 26 18 15 15 24 18 15 18 5 176

H29.4.1 0 5 20 23 15 12 19 27 14 14 22 2 173

1. 職員の任免および職員数に関する状況  
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18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

年 齢 別 職 員 構 成 比

【年齢】

【％】
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		④	その他の主な手当

手　当　名 内容および支給単価 支給実績
（29年度決算）

支給職員 1 人当たり平均
支給年額（29年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族ある職員に対して扶養区分に応じた額を支給 17 ,860 千円 205 ,287 円
住 居 手 当 借家などの場合は家賃に応じた額を支給（27,000円を限度） 5,942 千円 270 ,095 円

通 勤 手 当 2km以上の距離を自動車などで通勤する職員に対し通勤距離
に応じた額を支給 9,073 千円 62 ,573 円

管 理 職 手 当 課長、室長、事務局長に月額33,200円、参事、園長に 24,900
円支給 11 ,298 千円 564 ,900 円

		③	特殊勤務手当
支給実績（平成29年度決算） 80 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額

（平成29年度決算） 7 ,282 円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成29年度） 6 .4 ％

手当の種類（手当数） 7 種類

主な手当の名称
税徴収手当、防疫等作業
手当、除雪作業手当、用
地交渉手当

		②	時間外勤務手当・休日勤務手当

支給実績（平成29年度決算） 31 ,486 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成29年度決算） 206 千円

支給実績（平成28年度決算） 35 ,709 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成28年度決算） 233 千円

（6）職員手当の状況　
		①	期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成29年度）

区　分 聖　　　籠　　　町 国

期末・勤勉手当
（支給割合）

期末手当 勤勉手当
・ 6 月期 1.225 月分 0.850 月分
・12 月期 1.375 月分 0.950 月分 同じ	　　　計 2.60 月分 1.80 月分
・1人当たり平均支給額（平成29年度）　　　　　　　　　　	 1 ,433 千円
　職階上の段階、職務の級などによる加算措置有り（5～15％）

退職手当

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
・勤続 20 年 20 .445 月分 25 .55625 月分 19 .6695 月分 24 .586875月分
・勤続 25 年 29 .145 月分 34 .5825 月分 28 .0395 月分 33 .27075 月分
・勤続 35 年 41 .325 月分 49 .59 月分 39 .7575 月分 47 .709 月分
・最高限度額 49 .59 月分 49 .59 月分 47 .709 月分 47 .709 月分
・加算措置 定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（割増率 2～ 20％） （割増率 2～ 45％）
・1人当たり支給額（平成29年度） 16 ,319 千円

　　※退職手当支給率は平成 29 年 3 月 31 日に退職した場合のものです。

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成30年4月1日現在）
区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比 区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事 18 10 . 9% ４級 係長、主幹 30 18 . 2%
２級 主事 39 23 . 6% ５級 課長補佐、副参事 17 10 . 3%
３級 主任 41 24 . 8% ６級 課長 20 12 . 1%

（注）１　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　	２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

（4）職員の平均給与月額、初任給などの状況
①	職員の平均年齢、平均給料月額および
　	平均給与月額の状況（平成30年4月1日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42 .5 歳 308 ,300 円 349 ,300 円
技能労務職 46 .3 歳 290 ,900 円 311 ,500 円

（注）		1「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
							2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

②	職員の初任給の状況（平成30年4月1日現在）
区　　分 聖 籠 町 新 潟 県 国

一般行政職 大学卒 179 ,200 円 185 ,800 円 179 ,200 円
高校卒 147 ,100 円 151 ,500 円 147 ,100 円

技能労務職 高校卒 144 ,500 円 149 ,200 円 －

（3）ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在）
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す数値です。

※平成24年・25年値は、国家公務員の時限的な給与特例法により減額された給与水準を 100とした場合の数値であり、給与特例法がないとし
た場合の数値は、【参考値：95 .7（H24）、96 .5（H25）】です。

107
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（2）年次有給休暇の状況（平成29年一般職実績）
　年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（中途
採用者を除く。）、20日を超えない範囲内の残日数は、40日を限
度として翌年に繰り越すことができます。

総取得日数 全対象職員 平均取得日数
1066 .7 日 82 13 .0 日

※平成29年中の採用者、退職者、派遣職員、育児休業者、休職者を除く。

（1）育児休業の状況（平成29年度実績）
性別 育児休業者数 部分休業者数
男 － －
女 － －

※	平成29年度に新たに育児休業を取得した職員。

（1）勤務時間の状況（平成29年度）
1 週間の正規の

勤務時間
1 日の正規の

勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8：30 17：15 12：00～13：00

（7）特別職の報酬等の状況（平成30年4月1日現在）
区　　分 給料等月額 期末手当

給　　　料
町 長 814 ,000 円
副 町 長 653 ,000 円 6 月期 1.55 月分
教 育 長 573 ,000 円 12月期 1.75 月分

報　　　酬
議 長 311 ,000 円 計 3.30 月分
副 議 長 254 ,000 円
議 員 230 ,000 円

　服務規律遵守のための取り組み
　・選挙における服務規律確保の通知

　平成 29 年度末退職者の再就職状況（H30.4.1 現在）は以下のとおりです。

7. 職員の服務状況（平成29年度）  

8. 職員の退職管理の状況（平成29年度）  

（1）分限処分の状況
　分限処分とは、法律または条例に定められた事由に該当した場合
に、職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分のこ
とをいい、地方公務員法第28条に規定されています。分限処分には、
降任・免職・休職・降給の４種類があります。

処 分 事 由 降任 免職 休職 降給
勤務実績が良くない場合 － － － －
心身の故障の場合 － － 1 －
職に必要な適格性を欠く場合 － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 － － － －

刑事事件に関し起訴された場合 － － － －

（2）懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その
責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、地方公務員
法第 29 条に規定されています。
　懲戒処分には、戒告・減給・停職・免職の４種類があります。

処 分 事 由 戒告 減給 停職 免職
法令に違反した場合 － 2 － －
職務上の義務に違反しまたは
職務を怠った場合 2 2 － －

全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合 － － － －

6. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成29年度）  

4. 職員の勤務時間その他の勤務条件  

5. 職員の休業に関する状況  

（1）研修の状況
実施主体 研　　修　　名 受講者数

新潟県自治
研修所

階層別研修（主任、係長、課長補佐、
課長級） 15

専門研修（法制執務、行政法、コー
チング等） 18

新潟県市町村
総合事務組合

階層別研修（新採用、一般研修） 20
専門研修（情報公開・個人情報保護、
住民協働等） 23

市町村職員
中央研修所 専門研修（研修講師養成） 1

全国市町村国
際文化研修所

保育士・幼稚園教諭のための保育
行政 1

新発田地域広
域事務組合 広域事務組合構成市町職員研修 7

聖籠町 人事評価研修（評価者・被評価者） 245

9. 職員の研修の状況（平成29年度）  

10. 職員の福祉及び利益の保護の状況（平成29年度）
区　分 事業名 事業概要

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断、事後指導、ストレス
チェック

人間ドック １日人間ドック

健康増進教育 健康相談

健康づくり事業 体幹運動

元気回復事業 町村職員親善スポーツ大会

共済制度
（県市町村職員
共済組合事業）

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付等

長期給付 退職共済年金、障害共済年金等
福祉事業 貸付事業、保健事業等

区 分 人数
民間企業等に再就職 3
町に再就職 3

再任用職員 2
臨時非常勤職員等 1

合　　計 6
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未来を見据えて ～行財政改革に関する有識者会議での検討状況～

　行財政改革を進めていくに当たり、様々な立場の町民の方、学識者、関係機関の意見を改革へ反映させる
べく、有識者会議を設置し議論を進めています。
　会議におけるこれまでの検討状況についてお知らせします。

＜第３回会議までに検討を進めた事業＞
◆集会用施設建設費補助金（Ｈ29 事業費：３０３万９，０００円）

町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　補助率の見直し
○　限度額の設定

●　必要性が高いと認められる耐震化工事などに係る補助率の
見直しについては、慎重に検討すべきである。

●　制度の改正に当たっては、十分な周知期間と経過措置につ
いて検討すること。

＜このような視点から見直しを進めています＞

事務事業の見直しの基本的な５つの視点

【視点１】
費用対効果の検討

●　コストは縮減できないか？
●　事業の目的をより効果的に達成できる他の手段はないか？

【視点２】
妥当性の比較検討 ●　他の市町村と比較して、補助率やコストは妥当か？

【視点３】
受益者負担の検討

●　選択制の高いサービスでは、受益者に対して応分の負担は
求められないか？

【視点４】
政策的優先度の検討 ●　優先して実施する必要のある事業か？

【視点５】
社会情勢への適合性の検討

●　事業の目的や手法は、町民や社会のニーズを満たしている
か？
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◆地域振興支援事業補助金（Ｈ27 以降利用実績なし）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　積極的な活用が期待される制度への見
直し、または廃止

●　制度について知らない区長や町民もいると思われるため、
制度の周知を十分に行うべきだ。

●　この事業に限らず、コミュニティ施策全体の今後の在り方
についても検討していくこと。

◆循環バス事業（Ｈ29 事業実質収支：▲４，５９９万９，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　利用者の特性に応じて、朝の通勤通学
者向けのバスと日中利用者向けのデマン
ドタクシーなどの併用による新たな交通
体系を検討。

●　当該事業は、開始当初から福祉政策として展開してきたこ
とを踏まえ、採算性よりも利用しやすい体系であることが重
要。

●　循環バスを止めてよいと思うが、周知期間は必要。
●　デマンドタクシーの導入によって、新たな財政負担が生じ

ることが懸念される。制度の構築に当たっては、十分に精査
すること。

●　子どもの通学の安心安全の確保を考え、朝夕はスクールバ
ス、日中は循環バスとすることを検討してほしい。

●　小学校の通学のためのバスの取り扱いは、三つの小学校の
ＰＴＡと教育委員会が話し合って、不公平さがないようにす
るべき。

◆生ごみたい肥化事業（Ｈ29 事業実質収支：▲３，５４５万５，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　既存事業を廃止。
○　循環型社会の構築に向けて、限られた

財源の中で継続可能な、新たな取組みを
検討。

●　事業費（財政支出）の規模から、既存事業の廃止はやむを
得ない。

●　聖籠町バイオマスタウン構想を策定した趣旨を踏まえ、他
の施策により、事業を廃止したとしても、循環型社会の構築
を目指した取組は進めていくこと。

●　事業の効果検証が必要ではないか。

◆可燃・不燃ごみの無償回収・処理事業（Ｈ29 事業費：４，５５０万９，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　ごみの減量化に向けた取組みを検討
○　不燃ごみの回収頻度の縮小
○　指定袋の町民負担化に向け検討。

●　ごみの無償回収・処理は助かっているが、町の財政事情を
考えると可燃ごみの指定袋の町民負担化と不燃ごみの回収頻
度の見直しを検討していく必要がある。

●　見直しに当たっては、近隣市と同程度の水準とすることも
妥当。

●　生ごみたい肥化事業を廃止すれば可燃ごみが増えるので、
指定袋を同時に負担化すると、ごみ出しのルールを守らない
人が出てこないか。方向性は仕方がないが、一気に進めない
でほしい。
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◆冬季通学バス運行事業（Ｈ29 事業の実質収支：▲１，２０１万７，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　町の公共交通全体のあり方の見直しを
行いながら、本事業の見直し

●　子どもの安心安全はお金では換えられない。利用料金は上
がっても事業は残すべき。

●　中学生のみが本事業の対象となってバスで学校まで通う一
方で、小学生が徒歩通学であることは公平性に欠ける。

●　通学距離の基準を超える子どもは、学校・教育委員会が送
迎すべき。

◆社会体育・教育施設の利用料免除
 （Ｈ29 関連施設の実質収支：▲９，９５８万６，０００円）

町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　施設利用料全額免除を縮小し、利用者
へ応分の負担化を検討

○　一般利用者の料金設定についても見直
しができないか精査

○　施設の統廃合を含め、将来の公共施設
のあり方を検討

●　利用料金の引き上げを行うべきである。
●　施設の老朽化が進んでいくので、今後、その施設を残すの

か、残さないのかという方向性を定めるべき。

◆農産物販売促進事業（地場物産㈱への助成）（Ｈ29 事業費：５００万円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　補助金は廃止
○　地場物産㈱の抜本的な経営健全化方針

の策定

●　テナントの撤退が続き、家賃収入減少による経営赤字が続
く見込みならば、地場物産館の廃止が妥当ではないか。

●　隣接する空き店舗（旧酒店跡）と農産物加工センターを一
体的に活用すべき。加工センターを利用した農産物の６次産
業化も併せて検討すべき。

●　地場物産館を維持するのであれば、農家と話し合いをしな
がら、魅力的な商品をおくなど、運営側が努力すべき。

◆水田農業確立補助金（Ｈ29 事業費：３，８１６万８，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　Ｈ 32 年度をもって廃止

●　この事業が廃止になることで荒地が進むかもしれない。
●　今日の農政では、補助金なくして農業をすることはできな

い。大豆に代る作物がないことも考慮すべき。
●　高齢化が進み、農業の担い手が少なくなっていく中で、次

の手として何ができるかを考えていくべきだ。
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◆まつりイベント事業（補助金）（Ｈ29 事業費：２，０９０万８，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　まつりイベントのあり方の検討 ●　イベントで大事なことは、経済効果。ＪＡや商工会、漁協
などが一体となって取り組むべき。

◆交流館「杜」（Ｈ29 実質収支：４０７万７，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○　飲食事業の中止

●　農産物・観光等のＰＲは、飲食事業があってこそできるも
のである。事業目的に合致した運営方法を検討すること。

●　若い人たちが目を向けるような、より魅力のある飲食事業
の展開や、障がいをお持ちの方が働く場という手法もあり得
る。運営方法を工夫すべき。

※　「有識者会議における主な意見」は速報です。今後、修正・追記する場合があります。
※　事業の具体的な概要や議事の要旨については、町ホームページに掲載しているほか、役場庁舎（総務課）、町
民会館、図書館、保健福祉センターでも閲覧が可能です。

※　有識者会議では、町民の皆さんに影響の大きい事業を中心に議論を進めています。（会議に提示されない事業
も、町において見直しを進めていきます。その結果は、行財政大綱の案として作成し、町民の皆さんの意見を
募集する予定です。（11 月下旬頃）

※　有識者会議における意見は、11 月中旬を目途に、意見書として取りまとめられ、町長へ提出していただく予
定です。意見書をもとに、町では行財政改革大綱を策定します。

■ 有識者会議の今後の予定
（第５回）日　時：11 月７日（水）午後４時～６時 30 分

会　場：役場３階　大会議室
内　容：（1）定員管理と組織改正について

（2）意見の取りまとめ
※会議の傍聴について

　会議の傍聴を希望される方は、開催日当日、会場へ直接お越しください。（事前の申込は不要
です。）ただし、会場の都合上、傍聴できる人数には限り（10 人程度）がありますので、先着順
とします。

■ 改革の方向性に関する町民説明会を開催します
　行財政改革では、町民の皆さんに影響の大きな事務事業の見直しも検討されていることから、改
革の方向性についてご説明し、ご理解を得るための町民説明会を開催します。
　開催は、町の行財政改革大綱の案が定まる 12 月中旬を予定しています。詳細は決定次第、改め
てお知らせします。

お問い合わせ　役場総務課　総合政策係（内線２２４）
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88 歳を代表して記念品を受けられた
栗原 寅

とら
三
ぞう

さん（本諏訪山）
80 歳を代表して記念品を受けられた

幾野 ミユキさん（大夫興野）
90 歳以上を代表して長寿祝金を
受けられた佐藤 英

えい
子
こ

さん（蓮潟）

↑蓮野こども園５歳児は元気いっぱいに
ダンスを披露しました。

↑演歌歌手の須藤
圭子さんも歌唱
を披露。

↑被敬老者代表としてお礼の言葉を述べ
られる本間 民

たみ
男
お

さん（ひばりが丘）

敬
老
会
開
催

　

９
月
14
日
（
金
）
町
民
会
館
で
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
敬

い
、
お
祝
い
す
る
会
で
す
。
今
年
の
対
象
と
な

る
70
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
は
、２
５
５
６
人（
男

性
９
７
４
人
、
女
性
１
５
８
２
人
）
で
し
た
。

　

敬
老
会
に
は
そ
の
う
ち
６
２
６
人
が
参
加
さ

れ
、
蓮
野
こ
ど
も
園
園
児
の
踊
り
や
演
歌
歌
手

の
須
藤
圭
子
さ
ん
が
歌
う
歌
謡
シ
ョ
ー
を
見
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
長
寿
祝
い
金

　

町
で
は
９
月
１
日
現
在
で
90
歳
以
上
の
方
※

に
「
長
寿
祝
い
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
１
７
１
人
の
方
が
対
象
と
な
り
、

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と
長
寿
を
た
た
え
、

お
祝
い
金
を
贈
り
ま
し
た
。

※　
介
護
保
険
法
お
よ
び
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く

施
設
の
入
所
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

祝
敬
老
敬
老
敬
老
会
は
長
い
間
社
会
に
貢
献
さ
れ
た

 

　
　
皆
さ
ん
を
敬
い
、
お
祝
い
す
る
会
で
す
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お申し込み・お問い合わせ　老人福祉センター「聖海荘」　☎２７－７８３８

【開館日・時間】
水曜日～日曜日（第３日曜日の週の火曜日は開館）
午前９時（浴室は午前 10 時）～午後４時
第３日曜日、国民の祝日、年末年始は休み

【利用料】
区 分 個 人 団 体（10人以上）

町内の60歳以上の方 １５０円 1人につき１００円

町内の59歳以下の方 ２５０円 1人につき２００円

町外の方 ３５０円 1人につき３５０円

個室を利用される方

町内の60歳以上の方 1人につき２５０円

町内の59歳以下の方 1人につき３００円

町外の方 1人につき４００円

【無料送迎バスの利用】
　バスを利用できるのは町内の 60 歳以上の方
で 10 人以上の団体です。
　ご利用の前々日までの申し込みが必要です。

10帖と12帖の個室もあります。

１０２帖の大広間

日本海を眺めながら広～いお風呂に入れます（※ 温泉ではありません）。また、最新のカラオケ
機器や頭痛、肩痛、不眠、便秘などの症状の軽減に役立つ「高圧電位治療器」なども備えています。

　

次
第
浜
に
あ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
聖せ

い

海か
い

荘そ
う

」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

町
内
の
お
年
寄
り
の
方
の
健
康
の

増
進
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
施
設
で
、
町
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方
で
あ
れ
ば
１
０
０
円
か
ら
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
広

い
お
風
呂
で
温
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
や
電
気
を
使
っ
た
治

療
器
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
食
べ
物
の
持
ち
込
み
も

可
能
で
す
の
で
、
気
の
合
っ
た
お
友

達
ど
う
し
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
用
途
に
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
。
大
勢
の
み
な
さ
ん
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
聖
海
荘
で

ほ
っ
と
一
息
」

い
か
が
で
す
か
？

国道113号国道113号
次第浜橋次第浜橋至網代浜 至村上至網代浜 至村上

加
治
川

加
治
川

聖
海
荘

ウェルハート
加治川の里 様

汐彩の郷 様
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ハ
ル
ビ
ン
の
人
た
ち
の
温
か
さ
と

悠
久
の
文
化
に
触
れ
た
最
高
の
６
日
間

〜
中
国
黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ
ン
市
へ
の
児
童
訪
問
交
流
事
業
〜

 

山
倉
小
学
校
６
年　
青
木　
丈じ
ょ
う

　

ぼ
く
が
、
中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
市

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
理
由

は
、
日
本
と
中
国
の
食
文
化
と
歴

史
に
つ
い
て
、
そ
れ
と
中
国
の
人

は
ど
ん
な
家
に
住
ん
で
ど
ん
な
暮

ら
し
を
し
て
い
る
の
か
を
知
り
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

１
１
３
中
学
校
で
は
ダ
ン
ス
や

歌
を
み
ん
な
の
前
で
披
露
し
て
き

ま
し
た
。
中
国
の
人
も
日
本
に
は

な
い
ヤ
ン
チ
ン
と
い
う
楽
器
を
使

っ
て
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夕
食
は
、
ロ
シ
ア
料

理
で
し
た
。
中
国
と
ロ
シ
ア
は

４
０
０
０
㎞
を
超
え
る
長
大
な
国

境
に
接
し
て
い
る
た
め
、
中
国
で

も
ロ
シ
ア
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
に
行
っ
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
準
備
に
協
力
し
て

く
れ
た
役
場
の
方
や
校
長
先
生
と

先
生
方
と
一
緒
に
行
っ
た
友
達
に

感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
５
泊
６
日
間
で
、
町
の
国
際
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
、
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ハ
ル
ビ
ン
市
へ
町

の
児
童
９
人
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
開
始
し
た
こ
の
交
流
事
業
で
は
、
隔
年
で
交
互
に
両
国
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
記
念
す
べ
き
10
回
目
の
ハ
ル
ビ
ン
市
訪
問

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
の
皆
さ
ん
の
温
か
く
、
熱

烈
な
歓
迎
に
感
動
し
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
感
想
と
と
も
に
、
訪
問
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▶飛行機でいざ出発！テンション
もあがります。

◀︎到着！快晴のハルビン空港
にて。いよいよスタート。

学校交流を行ったハルビン市立第 113 中学校の皆さんと

▲ハルビン市教育局を表敬訪問。 馮
ひょう

副局長
が歓迎してくださいました。▲学校交流のために第 113 中学校へ。熱烈な歓迎に

みんな感動でした。

▲昨年町を訪問してくれた学生が、聖籠町の
感想などを発表してくれました。

▲訪問団は、ダンスと合唱を披露。笑顔で
上手にできました。

▲交流では、中国伝統の演奏を披露いただき
ました。

▲訪問のあいさつをする
青木さん。堂々と立派
なあいさつでした。
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【主な行程】
8 月１日（水）

・出発式、新潟空港から出発
・歓迎晩さん会

8 月２日（木）
・ハルビン市教育局を表敬訪問
・第 113 中学校と学校交流
・ロシアテーマパークを訪問

8 月３日（金）
・兆麟小学校と学校交流
・ホームビジット

8 月４日（土）
・北京市へ移動（飛行機）
・万里の長城訪問

8 月５日（日）
・北京動物園訪問
・ハルビン市へ移動（飛行機）
・送別晩さん会

8 月６日（月）
・ハルビン空港出発、帰国報告会

山
倉
小
学
校
６
年　
小
池　
裕ゆ

う
だ
い大

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、
最
初

の
方
は
、
会
話
も
少
な
く
言
葉
も

あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
し
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
で
遊

ん
だ
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
分
か

ち
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、
中
国
の

文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
中
国
料
理
は
、
独
特
の
味

で
し
た
が
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

万
里
の
長
城
か
ら
見
る
景
色
は

最
高
で
し
た
。
昔
の
人
は
、
よ
く

あ
ん
な
に
す
ご
い
こ
と
が
で
き
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

色
々
な
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

例
え
ば
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
流
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
、

信
号
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
な
か
で
も
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

蓮
野
小
学
校
５
年　
坂
井　
李り

ゆ優

　

楽
し
か
っ
た
こ
と
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。

　

ハ
ル
ビ
ン
市
の
中
学
校
訪
問
に

行
っ
て
頑
張
っ
て
練
習
し
て
き
た

ダ
ン
ス
と
歌
を
披
露
し
て
き
ま
し

た
。
練
習
で
は
、
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
け
ど
、
で
き
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、
言
葉

は
通
じ
な
い
け
ど
、
動
作
や
し
ぐ

さ
で
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

万
里
の
長
城
で
は
、
長
い
し
、

歩
く
の
が
途
中
ま
で
だ
っ
た
け
ど
、

景
色
は
綺
麗
で
し
た
。
世
界
遺
産

に
上
れ
た
こ
と
は
と
て
も
い
い
経

験
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

中
国
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
う
い
う
機

会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
で
す
。

▶ハルビン市内のお土産やさんにて。
買い物も楽しみのひとつです。

◀︎とある日のお昼は伝統の「春餅料理」。
様々な具材をクレープのようなお餅の
皮に包んでいただきます。

▲二つ目の学校交流で、 兆
ちょう

麟
りん

小学校を訪問。

◀︎市内のホテルを
見学。旧満州時
代の写真から、
当時のハルビン
に多くの日本人
が過ごしていた
ことを学びまし
た。

【訪問団名簿】 （敬称略）
引　　率

小泉　明美 【訪問団長】山倉小学校長

新保　英博 【副団長】聖籠町子ども教育課

大山　聡子 【引率】山倉小学校教諭

小島健太郎 【引率】聖籠町総務課

青木　　丈 山倉小学校　６年

小池　裕大 山倉小学校　６年

坂井　李優 蓮野小学校　５年

眞田　悠平 蓮野小学校　5年

清水　美桜 山倉小学校　5年

中村　拓人 山倉小学校　5年

宮澤　慧衣 亀代小学校　5年

吉岡　莉奈 蓮野小学校　5年

渡辺　杏奈 蓮野小学校　5年
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蓮
野
小
学
校
５
年　
眞
田　
悠ゆ
う
へ
い平

　

僕
が
、
中
国
の
交
流
事
業
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
兄
が

２
年
前
に
中
国
へ
行
っ
て
、
面
白

そ
う
だ
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

１
１
３
中
学
校
を
訪
問
し
た
時
、

中
国
の
国
旗
を
振
っ
て
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
中
学
生
な
の
に
僕

た
ち
と
同
い
年
の
子
が
い
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
ダ
ン

ス
と
歌
を
披
露
し
、
中
学
生
た
ち

は
楽
器
を
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

兆
麟
小
学
校
で
は
、
卓
球
を
し
、

そ
の
後
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は

美
味
し
い
餃
子
や
黄
色
い
ス
イ
カ
、

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
も
食
べ
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
６
日
間
で
し

た
が
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ

ん
で
き
ま
し
た
。
無
事
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

山
倉
小
学
校
５
年　
清
水　
美み

桜お
う

　

楽
し
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
の

一
つ
は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
の
人
と
の

ふ
れ
あ
い
で
す
。
最
初
は
、
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
行
っ
て
み
る

と
と
て
も
優
し
い
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
特
に
、
１
１
３
中
学

校
や
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
時

は
中
国
の
人
の
優
し
さ
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
、

１
１
３
中
学
校
の
人
や
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
の
人
が
日
本
に
来
て
く
れ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
中
国
の
食
べ
物
で

す
。
私
が
こ
の
旅
で
一
番
お
い
し

い
と
思
っ
た
料
理
は
ス
ー
プ
で
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
や
日
本
の
し
ら
た
き
の

よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
い
て
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
中
国
の

食
べ
物
を
食
べ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

日
本
の
料
理
よ
り
も
味
が
濃
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
度
、
中

国
の
料
理
を
作
っ
て
み
て
日
本
の

料
理
と
味
を
比
べ
て
み
た
い
で
す
。

山
倉
小
学
校
５
年　
中
村　
拓た

く
人と

　

僕
が
こ
の
交
流
に
参
加
し
た
き

っ
か
け
は
、
外
国
の
文
化
を
学
ん

だ
り
し
て
中
国
の
人
た
ち
と
触
れ

合
う
た
め
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
は
、
僕
に
と

っ
て
一
番
緊
張
し
て
い
た
交
流
で

し
た
。
僕
た
ち
は
、
中
国
語
が
話

せ
な
い
の
で
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な

ど
を
使
い
な
が
ら
思
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
あ
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
こ
の
交
流
を
通
し
て
外

国
人
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
の
は
、

大
事
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
外
国
の
人
た
ち

と
友
だ
ち
に
な
っ
た
り
す
る
と
言

い
た
い
こ
と
を
体
で
伝
え
る
の
で

ま
た
新
し
い
経
験
が
で
き
る
か
ら

で
す
。
ほ
か
に
も
そ
の
国
の
良
さ

や
違
い
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ

た
ら
参
加
し
て
い
き
た
い
し
、
世

界
中
の
誰
と
で
も
友
だ
ち
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

亀
代
小
学
校
５
年　
宮
澤　
慧け

い衣

　

び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
右
側

通
行
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
初
日
に

バ
ス
を
見
た
と
き
は
、「
何
こ
れ
？

入
口
が
反
対
だ
し
運
転
席
も
反

対
？
」
と
、
思
わ
ず
言
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
で
も
す
ぐ
慣
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ガ
イ

ド
さ
ん
が
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
心
に
残
っ
た
こ
と
の
一

つ
目
は
、
昔
の
人
が
作
っ
た
２
～

３
階
建
て
は
、
現
在
の
４
階
建
て

と
一
緒
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
万
里
の
長
城
が
全

部
人
の
手
で
作
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

長
か
っ
た
よ
う
で
、
す
ご
く
短

か
っ
た
６
日
間
の
中
国
生
活
。
ま

た
行
け
た
ら
な
、
今
度
は
何
を
し

よ
う
、
と
い
う
想
像
が
膨
ら
み
ま

す
。

▶
ハ
ル
ビ
ン
の
街
並
み
。
車
の
通
り
が
激
し

い
な
か
、
信
号
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。

▲この日の夕食はなんとロシア料理。ロシアと国境を
接する黒龍江省ならではです。

◀︎お別れの頃にはすっかり仲良しに。いつかまた
会えることを約束していました。

▶グループに分かれてホームビジットへ。
各家庭で、温かく迎えていただき、楽
しいひと時を過ごしました。

▼コーチの方々には、本格的な練習も
体験させていただきました。

▲兆麟小学校では卓球での交流でした。
「ピンポン外交」でみんなすぐに仲良
しに。
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蓮
野
小
学
校
５
年　
吉
岡　
莉り

奈な

　

私
が
中
国
に
行
っ
て
楽
し
か
っ

た
こ
と
の
一
つ
は
、
中
華
料
理
を

食
べ
た
こ
と
で
す
。
中
国
で
は
、

日
本
の
料
理
と
違
う
と
こ
ろ
や
マ

ナ
ー
が
あ
っ
て
、
初
日
は
わ
か
ら

な
く
て
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
４

日
目
や
５
日
目
に
な
っ
て
く
る
と

マ
ナ
ー
も
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
万
里
の
長
城
へ
登

っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
か
っ

た
で
す
が
、
必
死
に
登
っ
た
ら
汗

を
か
き
ま
し
た
。
ア
イ
ス
を
食
べ

て
復
活
し
ま
し
た
。
頑
張
り
ま
し

た
。

　

こ
の
国
際
交
流
は
日
が
経
つ
の

が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
と
っ

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蓮
野
小
学
校
５
年　
渡
辺　
杏あ

ん
奈な

　

兆
麟
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
王お
う

思し

如じ
ょ

さ
ん
の
家
で
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ

ッ
ト
で
、
ほ
う
れ
ん
草
と
に
ん
じ

ん
入
り
の
餃
子
を
手
作
り
し
ま
し

た
。
皮
か
ら
作
っ
た
餃
子
は
す
ご

く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
王
さ
ん

は
、
ピ
ア
ノ
が
と
て
も
上
手
な
の

で
、
た
く
さ
ん
聴
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て

も
、
目
を
見
て
心
を
通
じ
合
え
ば
、

言
葉
な
ん
て
な
く
て
も
仲
良
く
な

れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
、
日

本
に
来
た
時
に
再
会
し
た
い
で
す
。

　

私
は
中
国
に
行
っ
て
、
日
本
と

の
違
い
や
文
化
の
違
い
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
海

外
で
、
ハ
ル
ビ
ン
の
人
た
ち
の
温

か
さ
に
触
れ
ら
れ
て
、
友
達
も
で

き
た
の
で
、
最
高
の
６
日
間
で
し

た
。
私
を
中
国
に
行
か
せ
て
く
れ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

▲北京に移動し、世界遺産
「万里の長城」へ。その
景色と雄大さにただただ
感動です。

▲もちろんパンダに会いに北京動物園も訪れました。

▲パンダは、寝ながら訪問団を歓迎して
くれています。

▲お世話になったハルビン市教育局の 趙
ちょう

さん（後列右から２人目）
と、みんなが大好きになったガイドの田

でん

さん（後列左から２人目）
と。あっという間の６日間。かけがえのない思い出になりました。
謝謝！！

　

初
め
て
の
海
外
や
中
国
訪
問
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
出
発
前
は
一

様
に
不
安
げ
な
表
情
を
し
て
い
た
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
ハ
ル
ビ
ン
市
教

育
局
を
始
め
と
し
て
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
温

か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
、
そ
し
て
有
意
義
に
過
ご
せ
た

６
日
間
で
し
た
。

　

こ
の
訪
問
を
通
し
て
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
国
で
も
、
食
事
や
生
活
様
式

が
日
本
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
も
、
言
葉
が
通
じ
ず
と

も
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

第
１
１
３
中
学
校
を
訪
問
し
た
際
は
、
こ
の
事
業
で
昨
年
に
聖
籠
町

を
訪
れ
た
学
生
の
一
人
が
、
町
で
の
思
い
出
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

聖
籠
中
学
校
で
の
ご
み
の
分
別
や
生
徒
の
皆
さ
ん
の
き
ち
ん
と
し
た
整

列
が
印
象
深
く
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ハ
ル
ビ
ン
市
と

聖
籠
町
の
交
流
の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
世
界
へ
の
興
味
関
心
を
持
つ
こ
と
や
、
外
国
の
人
と
理
解
し
合

お
う
と
す
る
心
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
30
年
度 

中
学
生
海
外
語
学
研
修
補
助
事
業

異
文
化
を
肌
で
感
じ

　
　
　
学
ん
だ
こ
と

～
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　

  　
12
日
間
の
旅
～

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
毎
日

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

 

佐
藤　
成な

瑠る

　

僕
は
、
こ
の
夏
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
驚
い
た
こ
と
や
、
新
た

に
知
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

　

１
日
目
は
、
飛
行
機
に
乗
っ
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
向
か
い
ま
し

た
。
飛
行
機
内
で
、
映
画
や
ゲ
ー

ム
な
ど
が
で
き
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
シ
ド
ニ
ー
市
内
を

観
光
し
ま
し
た
。

　

夕
方
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
会
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
ブ
ラ
ザ

ー
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
君
と
そ
の
友
達

と
ア
バ
ロ
ン
ビ
ー
チ
に
行
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
オ
ウ
ム

が
、
野
生
で
い
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。

　

３
日
目
は
、
市
内
の
小
学
校
に

通
い
ま
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
先
生
の

授
業
を
２
時
間
ほ
ど
し
た
11
時
頃

に
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
の
で
何
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
に
聞

い
た
ら
、
中
休
み
の
時
間
で
、
ホ

ス
ト
マ
ザ
ー
か
ら
も
ら
っ
た
お
菓

子
を
食
べ
て
い
い
そ
う
で
、
日
本

で
は
あ
り
え
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

４
日
、
５
日
目
は
休
日
で
し
た
。

土
曜
日
は
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の
実

家
の
農
場
に
行
き
ま
し
た
。
ジ
ェ

ー
ム
ズ
君
が
バ
ギ
ー
を
運
転
し
て

い
ま
し
た
。
乗
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、

意
外
と
速
く
て
怖
か
っ
た
で
す
。

日
曜
日
は
、
船
に
乗
っ
て
山
に
行

き
ま
し
た
。
野
生
の
ワ
ラ
ビ
ー
と

触
れ
合
い
ま
し
た
。
さ
す
が
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

６
日
～
10
日
目
は
、
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
小
学
生

の
ク
ラ
ス
に
混
ざ
っ
た
り
、
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、

チ
ェ
ス
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
毎
日

で
し
た
。
10
日
目
は
、
学
校
へ
行

く
最
後
の
日
な
の
で
、
デ
ィ
ス
コ

を
し
ま
し
た
。
本
格
的
で
日
本
で

は
あ
り
え
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

11
日
目
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
会
え
る
最
後
の
日
で
し
た
。

み
ん
な
で
写
真
を
撮
っ
て
別
れ
ま

し
た
。
も
う
会
え
な
い
と
思
う
と

寂
し
か
っ
た
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
は
自
分
に
と

っ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

外
国
人
と
積
極
的
に
話
し
た
い
で

す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修

 

に
参
加
し
て

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

 

新
保　
友と

も
基き

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研

修
に
参
加
し
た
理
由
は
英
語
や
日

本
と
は
違
う
文
化
を
学
ぶ
た
め
で

す
。

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い

て
最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
寒
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
日
本
と
は
違
い
南
半
球
な
の

で
季
節
が
逆
で
、
平
均
気
温
が
18

℃
、
最
低
気
温
が
９
℃
ほ
ど
で
す
。

朝
と
夜
は
寒
く
感
じ
た
け
れ
ど
日

中
は
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
気
温

で
し
た
。

　

次
に
、
観
光
と
食
べ
物
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
て
初
日

を
最
終
日
に
観
光
に
行
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
と
ハ
ー

バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
に
行
き
ま
し
た
。

僕
は
前
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
い
た

の
で
本
物
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見

た
と
き
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

次
に
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
は
「
最

も
幅
の
広
い
橋
」
と
し
て
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
に
も
な
っ
て
い
た
橋
で

す
。
夜
に
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を

見
た
と
き
は
き
れ
い
に
光
っ
て
い

ま
し
た
。
次
に
シ
ド
ニ
ー
・
セ
ン

ト
・
メ
ア
リ
ー
大
聖
堂
と
い
う
大

き
な
教
会
に
行
き
ま
し
た
。
内
部

は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
窓
で
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
て
違

後編後編学校で日本文化を紹介

　

８
月
１
日
か
ら
12
日
ま

で
の
12
日
間
に
渡
り
、
聖

籠
町
在
住
の
中
学
生
を
対

象
に
聖
籠
町
教
育
委
員
会

主
催
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
学
校
は
マ
リ
ア
レ

ジ
ー
ナ
小
学
校
で
、
英
語

の
レ
ッ
ス
ン
や
授
業
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
聖
籠
中
学
校
か

ら
10
名
、
新
潟
明
訓
中
学

校
か
ら
2
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、

参
加
し
た
中
学
生
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

▲成瑠さん（中央）
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う
世
界
に
行
っ
た
よ
う
で
し
た
。

そ
し
て
最
終
日
に
行
っ
た
の
が
ブ

ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
と
動
物
園
で
す
。

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
で
は
見
渡
す

限
り
き
れ
い
な
山
々
が
連
な
っ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
と
て
も
角
度

が
急
な
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
も
う

少
し
奥
ま
で
行
き
ま
し
た
。
次
に

動
物
園
で
は
カ
ン
ガ
ル
ー
や
ワ
ラ

ビ
ー
が
そ
こ
ら
中
に
い
て
触
る
こ

と
や
餌
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
思
い
出
に
残
っ

た
こ
と
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
生
活
と
学
校
生
活
で
す
。
僕

が
行
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ

ス
ト
マ
ザ
ー
や
ホ
ス
ト
ブ
ラ
ザ
ー

も
僕
に
と
て
も
優
し
く
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
家
は
庭
が
と
て
も

大
き
く
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
大
き
な

木
に
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
が
あ
り
そ
れ

ら
で
と
て
も
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

土
日
は
映
画
や
海
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
の
時
は
涙
目
に
な
っ
て
お

別
れ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
学
校
生
活
で
す
。
僕
た
ち

が
行
っ
た
学
校
は
小
学
校
で
、
驚

い
た
こ
と
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
お
や
つ
の
時
間
が

あ
る
こ
と
で
す
。
昼
食
は
い
つ
も

お
弁
当
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
パ
ス

タ
な
ど
で
し
た
。
僕
は
学
校
に
売

店
が
あ
っ
た
の
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ア
イ
ス
を
買
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
小
学
校
の
み
ん
な
が
カ
タ
コ

ト
な
が
ら
、「
こ
ん
に
ち
は
」
な

ど
と
言
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

最
終
日
に
は
デ
ィ
ス
コ
で
ホ
ッ

ト
ド
ッ
ク
な
ど
を
食
べ
た
り
し
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学

研
修
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
会

話
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
遊
ん
で
、

言
葉
が
分
か
ら
な
く
て
も
身
振
り

手
振
り
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
楽
し
い
12
日
間
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
生
活
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
事

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

 

諏
訪　
愛あ
い
里り

　

私
の
海
外
研
修
の
参
加
の
動
機

は
、
海
外
の
文
化
を
自
分
の
目
と

肌
で
感
じ
今
の
視
野
を
も
っ
と
広

げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
有
名
な

ボ
ン
ダ
イ
ビ
ー
チ
へ
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
８
月
は
冬
だ
け
れ
ど

暖
か
く
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い

る
人
や
海
水
浴
を
し
て
い
る
人
が

い
て
気
持
ち
良
さ
そ
う
で
し
た
。

海
を
眺
め
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
も
最

高
で
し
た
。

　

世
界
遺
産
の
一
つ
で
も
あ
る
ブ

ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
三
つ
の
岩
を

囲
む
山
々
は
絶
景
で
圧
巻
で
し
た
。

他
に
も
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
ハ
ー
バ

ー
ブ
リ
ッ
ジ
等
を
見
学
す
る
事
が

で
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史

を
少
し
だ
け
感
じ
と
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
子
ど
も
達
と
は
仲
良
く

な
る
前
に
私
は
積
極
的
に
あ
い
さ

つ
や
自
己
紹
介
を
し
て
話
し
か
け
、

一
緒
に
遊
ぶ
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

た
。
休
み
時
間
は
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
達
と
遊
び
、
み
ん
な
笑
顔
が

は
じ
け
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
私
の

誕
生
日
を
祝
う
ケ
ー
キ
を
出
し
て

く
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
み

ん
な
に
祝
っ
て
も
ら
え
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
昼
休
み
に
も

仲
良
く
な
っ
た
子
ど
も
達
が
祝
っ

て
く
れ
て
か
わ
い
く
て
嬉
し
く
て

ハ
グ
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

　

夜
は
デ
ィ
ナ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
食
事
を
し
な

が
ら
大
人
の
方
達
の
考
え
方
を

色
々
と
聞
け
て
す
ご
く
学
ぶ
事
が

多
か
っ
た
で
す
。
平
成
最
後
の
誕

生
日
は
と
て
も
充
実
し
て
す
ば
ら

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
色
々
な
知

識
を
得
て
、
刺
激
を
も
ら
い
、
文

化
を
知
り
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た

研
修
で
し
た
。
こ
の
研
修
を
終
え

た
今
、
も
っ
と
英
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
し
、
世
界
の
色
々

な
人
と
関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
日
々
堂
々
と
生
活
す
る
為

に
も
、
や
り
た
い
事
を
積
極
的
に

行
お
う
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年　

 

高
崎　
昇し
ょ
う
せ
い誠

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ

こ
と
、
日
本
と
の
違
い
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

僕
が
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
ホ

ス
ト
マ
ザ
ー
の
実
家
の
農
場
に
行

っ
て
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
こ
と
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
バ
ギ
ー
に

乗
っ
た
り
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊

ん
だ
り
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
っ
た

り
、
楽
し
く
な
い
時
間
が
め
っ
た

に
な
か
っ
た
で
す
。
僕
が
泊
ま
っ

て
い
る
家
で
は
、
広
か
っ
た
の
で
、

鬼
ご
っ
こ
や
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
作
っ
た
り
し
て

遊
び
ま
し
た
。
毎
日
の
ご
飯
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
平
日
は

普
通
に
授
業
が
あ
り
、
子
ど
も
の

接
し
方
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
有

名
な
動
物
や
物
、
聖
籠
中
学
校
で

受
け
る
授
業
み
た
い
に
い
ろ
い
ろ

な
単
語
や
文
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

授
業
は
す
べ
て
英
語
で
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
け
ど
終
わ
り
が
近
づ

く
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
分
か
っ
て

き
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
日
本
と
の
違
い
も
た
く

▲カンガルーに餌をあげる友基さん

▲ホストファミリーのエマさんと愛里さん（左）

▲初日に大きい岩の中で。
昇誠さん（中央）
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さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
箸

が
な
い
、
家
の
中
は
靴
、
湯
船
が

な
い
、
り
ん
ご
が
と
て
も
小
さ
い
、

ジ
ュ
ー
ス
の
入
れ
物
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
入
れ
物
、
物
価
が
高
い
な

ど
た
く
さ
ん
の
違
い
が
あ
り
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
た
く
さ
ん
動
い
て
く
れ
て

と
て
も
優
し
く
て
と
て
も
過
ご
し

や
す
か
っ
た
で
す
。

　

意
外
と
飛
行
機
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人

た
ち
と
お
別
れ
す
る
時
は
、
と
て

も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
良
い
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
必
ず

こ
う
い
う
気
持
ち
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
や
日
本
と
の
違
い

を
忘
れ
ず
生
か
せ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

研
修
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
新
潟
明
訓
中
学
校
３
年

 

五
十
嵐　
勝か
つ
己み

　

今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

で
は
、
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
嬉
し

か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
に
自
分
の
英
語
が
通
じ
た
こ
と

で
す
。
一
人
き
り
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
初
日
は
緊
張
し
て
自

分
か
ら
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
、
分
か

ら
な
い
時
も
聞
き
返
す
こ
と
が
で

き
ず
に
何
に
対
し
て
も「
イ
エ
ス
」

と
答
え
て
し
ま
い
、
悔
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
勇
気
を
出
し
て
「
グ

ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
を
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
家
族
の
み
ん
な
が
返
事
を

し
て
く
れ
て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
知
っ
て
い
る
英
語
を
使

い
、
話
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
次
第

に
、
好
き
な
音
楽
や
映
画
の
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
会
話
を
す

る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
「
君
の
英
語
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
は
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
現
地
の
子
ど
も
達

と
仲
良
く
な
れ
た
こ
と
で
す
。
初

日
は
話
し
か
け
方
が
分
か
ら
ず
、

緊
張
し
て
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
現
地
の
子

ど
も
達
は
積
極
的
に
サ
ッ
カ
ー
に

誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
正
直
、
助

か
っ
た
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に
か
仲

良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

自
分
か
ら
「
サ
ッ
カ
ー
を
し
よ

う
」
を
誘
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
積
極
的
に
声
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
て
、
国
境
や
文
化
の
違
い

を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
出
来
事
も
、
初
め
は

話
し
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
徐
々
に
自
分
か
ら
話
し
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
研
修
を
通
し
て
、
積
極
的
に
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
日

常
生
活
で
も
初
め
て
の
こ
と
に
対

し
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

体
験
し
た
こ
と
と

 
活
か
し
た
い
こ
と

　
　
　
新
潟
明
訓
中
学
校
３
年

 
皆
川　
未み

玲れ
い

　

私
は
こ
の
研
修
を
す
る
に
あ
た

っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
文
化
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
行
っ
て
み
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
は
な
か
っ
た
情
報
や
、
あ

っ
た
け
れ
ど
そ
れ
よ
り
も
詳
し
い

情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
学
校
で
は
、

休
み
時
間
は
で
き
れ
ば
外
で
遊
ぶ

と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、
私
た
ち

も
学
校
に
通
っ
た
６
日
間
は
毎
日

現
地
の
子
ど
も
達
と
食
事
や
ス
ポ

ー
ツ
、
会
話
な
ど
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
休
み
時
間
の
時
に
学
年

の
違
う
子
た
ち
が
み
ん
な
で
遊
ん

で
い
た
り
、
上
学
年
の
子
が
下
学

年
の
子
を
手
伝
っ
た
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
日
本
と
の
違
い
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
放
課
後
と
休

日
で
は
、
ダ
ン
ス
と
ビ
ー
チ
、
買

い
物
、
動
物
園
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
特
に
ダ
ン
ス
と
買
い
物

は
文
化
に
深
く
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
で
は
、
学
校

最
後
の
日
に
デ
ィ
ス
コ
を
行
い
ま

し
た
。
デ
ィ
ス
コ
は
日
本
で
は
な

じ
み
が
な
い
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
、
男
の
子
達
や
先
生
方
も
は
り

き
っ
た
服
装
を
し
て
い
て
、
め
ん

ど
う
く
さ
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
人
が
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

買
い
物
で
は
、
日
本
よ
り
も
高
い

物
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
牛
乳
や

り
ん
ご
な
ど
の
果
物
の
値
段
が
日

本
よ
り
も
安
か
っ
た
こ
と
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
特
産
品
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
将
来
的

に
は
海
外
で
仕
事
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
直
に
外
国
の
文

化
に
触
れ
、
日
本
と
の
一
致
点
と

相
違
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
今
回
の
目
的
は
積

極
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
最
初
は
１
、２
年
生
に
頼

ら
れ
た
と
き
だ
け
、
現
地
の
子
ど

も
達
の
通
訳
や
、
授
業
の
内
容
を

教
え
て
い
た
の
で
す
が
、
後
半
く

ら
い
か
ら
は
、
彼
ら
の
勉
強
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、
間
違
え

て
い
る
所
を
指
摘
し
た
り
、
私
自

身
の
こ
と
で
は
、
な
る
べ
く
自
室

に
帰
ら
な
い
こ
と
や
、
何
で
も
つ

い
て
い
っ
て
挑
戦
し
て
み
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
積
極
性
を

学
校
で
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
回
の
研
修
を
糧
と
し
て
、
英
語

力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
、

将
来
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界

を
股
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

▲ホストファミリーと日本食レストランにて。
勝己さん（上段）

▲未玲さん（右）とホストファミリーの
子どもたち
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思いがけない高額請求！
チラシを見て頼んだ廃品回収

保険を使い屋根の修理が
出来ると誘う業者に注意！

消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

97
11月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

９月相談受付情報
件数 主な相談内容
6件 架空請求ハガキ（２）

インターネット通販
出会い系、電気料金（２）

訪問販売・電話勧誘販売などの契約解除には

「クーリング・オフ」を活用しましょう

消 費 者 講 座
　消費者被害にあわないために、消費者講
座を聴いてみませんか。知ることは最大の
防御です。少人数でもお話に伺います。希
望の方はご連絡ください。

　クーリング・オフとは、訪問販売など特定の取引の場合に、一定期間内（８
日以内など）であれば無条件で契約を解除できる制度です。

はがきの書き方

◆はがき（簡易書留）や内容証明郵便など証拠の残
る書面で行います。

◆「契約を解除する」旨を明記し、代金の返金、商品
の引き取りを求めます。

◆はがきの場合、両面コピーをとり、保管します。
◆支払ったお金は、全額返金されます。商品の引き

取り料金は業者負担です。
◆詳しくは、消費生活センターにご相談ください。

通知書
次の契約を解除します
契約年月日　〇年〇月〇日
商品名　〇〇
契約金額　〇〇〇〇円
販売会社　株式会社〇〇○
支払った代金○〇〇円を返金し、
商品を引き取ってください
　　　　　　平成〇年〇月〇日
　　　新潟県北蒲原郡聖籠町・・
　　　氏名　〇〇　〇〇

　「火災保険を使うと無料で住宅の修理が出来ま
す。」と保険金申請の代行と屋根工事契約を行い、
相談者が解約を申し出ると高額な手数料を請求さ
れたという相談が多く寄せられています。

対策：
●火災保険を使い住宅を修理し

たい場合は、保険会社に直接
相談しましょう。

●火災保険の目的は、台風・地震など自然災害に
よって発生した家屋・家財の損害を補填するた
めのものであり、事実と異なり家の修理に利用
することは契約違反です。

【事例】　チラシを見て廃品回収を事業者に依頼し
た。チラシには「廃品回収代金８万円」と書かれ
ていたが、実際には４７万円請求され、支払って
しまった。（80歳代男性） 見守り新鮮情報より抜粋

対策：
●作業終了後に突然高

額な金額を請求され
るケースもあります。
契約時や作業開始前
に追加料金がないか
確認しましょう。

クーリング・オフの方法
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【母の会活動】９月１４日（金）
敬老会で呼びかけ

９月３０日（日）
プラント４聖籠店でお菓子を配布

　９月 23 日（日）から 12 月 31 日（月）
までの 100 日間、65 歳以上の方が５人
１組で無事故・無違反にチャレンジする
「いきいきクラブ・チャレンジ 100」が
実施されています。
　９月 21 日（金）、この取り組みのスタ
ートとして、新発田中央高校で出発式が
行われました。
　町からは、老人クラブ連合会の森田春

はる

雄
お

会長が「高齢者の事故防止に努めます」
と宣言しました。また、県交通安全協会
から参加者に記念品が贈られ、代表して
老人クラブ連合会の渡辺幸

こう

明
めい

副会長が受
け取りました。

おはよう！　気をつけて
行ってらっしゃい！

【秋の全国交通安全運動】
町内４０ヶ所一斉街頭指導

区分
年

9 月 1月〜 9月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成30年 2 0 3 23 0 31
平成29年 4 0 4 21 1 23
増　減 -2 0 -1 2 -1 8

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.198

今日も一日交通安全

町の交通事故発生状況

【高齢者事故防止】
いきいきクラブチャレンジ１００出発式

　母の会役員のお子さんも交通安全の呼びかけに
参加し、元気よく声をかけていただきました。

　９月 28 日（金）、西脇町長・新発田警察署長・町議会
議員・新発田地区交通安全協会・新発田地区交通安全協
会聖籠支部・町交通安全母の会・町交通安全指導員の総
勢１２４名の皆さんに参加していただきました。
　これからも、町の宝であるこども達の見守りをよろし
くお願いします。

目立つために反射材を活用しましょう！

●おらなんかは
●かならず
●シートベルトを
　 しめます！

聖籠中学校前

交通事故にあわないように

気をつけて下さい。
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農
業
委
員
会

９
月
25
日
（
火
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

 

第
31
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　

以
上
３
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

■
弁
天
潟
に
白
鳥
を
迎
え
ま
す

　

今
年
も
弁
天
潟
で
は
、
白
鳥
が
着

水
す
る
際
の
滑
走
路
と
な
る
湖
面
の

除
草
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
地
元

の
蓮
野
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
ビ
オ
ト

ー
プ
内
の
清
掃
作
業
を
お
願
い
し
、

白
鳥
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
、
今
年

も
た
く
さ
ん
の
白
鳥
の
飛
来
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
季
も
飛
来
す
る
白
鳥

の
た
め
に
、
餌
付
け
用
の
「
し
い
な

米
」「
パ
ン
」「
茶
が
ら
」
な
ど
を
集

め
て
い
ま
す
。
ご
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
、
頂
き
に
あ
が
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鳥
の
飛
来
数
を
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
週
２
回
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

診
療
所
か
ら
お
知
ら
せ

そ
の
１

検
査
結
果
が
そ
の
場
で

 

わ
か
る
よ
う
に
！

　

肝
機
能
、
腎
機
能
、
電
解
質
な
ど

の
血
液
検
査
を
、
院
内
で
、
約
10
分

で
測
定
で
き
る
装
置
、「
ド
ラ
イ
ケ

ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
ま
で
院

外
の
検
査
セ
ン
タ
ー
で
測
定
さ
れ
、

翌
日
に
結
果
が
判
明
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
場
で
結

果
を
お
伝
え
で
き
ま
す
。

　

心
筋
梗
塞
は
発
症
３
時
間
以
内
に

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
す
れ
ば
、
心
筋

の
ダ
メ
ー
ジ
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
症
状
と
心
電
図
だ

け
で
も
診
断
で
き
ま
す
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｋ

と
い
う
筋
肉
の
酵
素
を
測
る
血
液
検

査
で
は
じ
め
て
気
づ
く
症
例
も
あ
り

ま
す
。
翌
日
の
結
果
判
明
で
は
手
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
症
例
も
、「
ド

ラ
イ
ケ
ム
」
で
早
期
に
、
正
確
な
診

断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

 

早
期
発
見
に
向
け
て

　

従
来
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査

キ
ッ
ト
よ
り
も
感
度
が
高
い
検
査
機

器
が
診
療
所
に
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
発
症
後
６
時
間
以
上
で

な
け
れ
ば
検
出
さ
れ
に
く
い
で
す
が
、

発
症
後
３
時
間
か
ら
検
出
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
は
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

疑
わ
し
い
時
は
、
早
め
に
受
診
し
て

下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険

 

診
療
所

 

☎
２
７
‐
１
２
３
４
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11 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

11
月

3
日	

２
０
１
８
文
化
祭
開
祭
式

	

文
化
の
日
記
念
式
典

7
日	

町
村
会
役
員
会

	

新
潟
県
町
村
自
治
に
関
す
る
研

修
会

9
日	

聖
籠
町
長
寿
文
化
研
修
会

	

除
雪
対
策
協
議
会

12
日	

敬
和
学
園
大
学
地
域
学
講
義

	

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合
議

会

15
日	

羽
越
本
線
高
速
化
促
進
大
会

	

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿

線
市
町
村
建
設
促
進
大
会

16
日	

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

28
日	

全
国
町
村
長
大
会

	

全
国
石
油
備
蓄
基
地
市
町
村
連

絡
協
議
会
要
望

29
日	

水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推

進
大
会
・
定
期
総
会

30
日	

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会

	

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

	

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

休
診
の
お
知
ら
せ

11
月
９
日（
金
）

　

休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
診　
療　
所　
長

ごみの出し方は、ルールを守って
不燃ごみの出し方について
　不燃ごみの不適切な出し方が見受けられます。正しくルールを守って
出しましょう。
①スプレー缶は使い切ってから、釘などで穴を空けてから出しましょう。
②ライターは使い切ってから、ハンマーなどで砕いてから出しましょう。
③乾電池はごみステーション内の「廃乾電池回収箱」に捨てましょう。
電池で動く製品（おもちゃ、時計など）を捨てる際は必ず電池を抜き
ましょう。

④小型家電以外の電化製品、機械器具はごみステーションには出せません。
　町内の処理許可業者に依頼するか、お問い合わせのうえ、豊栄環境セ
ンターへ直接搬入してください。

ごみの野焼きは禁止されています
　町には、近隣での野焼き行為による苦情が度々寄せられています。
　野焼き行為は廃棄物処理法により原則として禁止されている犯罪行為
であり、罰則の対象としています。また、例外として認められている場
合であっても、周辺の迷惑とならないよう十分配慮してください。
禁止の例外（迷惑行為にならないよう注意）
①どんと焼き、さいの神などの地域の行事として必要な焼却
②農業を行うためにやむを得ず行う焼却（くん炭など。ビニ
ールなどの焼却は禁止）

③たき火、キャンプファイヤーなど軽微な焼却（ドラム缶使
用禁止）

役場生活環境課　（内線２８１）

《相談事業》
ところ　役場1階会議室
◆行政相談
　13日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線228）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　21日（水）午後1時～4時
◆無料弁護士相談
　22日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27‐6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳児親子歯科健診
　12日（月）午後１時15分～
○２歳６か月児歯科検診
　19日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　29日（木）午後１時～
○乳児健診
　30日（金）午後１時～
◆学級
○育児学級
　27日（火）午後１時30分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511
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9 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします

死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

凛
りん

花
か

 ちゃん （高橋　良輔） 網代浜

和
わ

奏
かな

 ちゃん （泉　　唯弘） 東　山

菜
な な み

々実 ちゃん （諏訪　祐一） 八　幡

つむぎ ちゃん （曽根　利之） 苔　沼

　彌
あまね

 ちゃん （伊藤　　築） 亀　塚

陽
はる

大
き

 ちゃん （横山　哲也） 別　條

　涼
りょう

 ちゃん （遠藤　寛也） 別　條

來
る

叶
か

 ちゃん （高橋　正美） 山大夫

　陽
ひなた

 ちゃん （飯沼　　渉） 次第浜

さくら ちゃん （小見　優輔） 大夫興野

 氏　名 年齢 行政区

阿　部　辰
たつ

　雄
お

 さん （80 歳） 本諏訪山

堀　　　末
すえ

太
た

郎
ろう

 さん （90 歳） 網代浜

渡　辺　美
み よ え

代江 さん （89 歳） 網代浜

伊　藤　利
とし

　夫
お

 さん （83 歳） 二本松

　齋　藤　伸
のぶ

　利
とし

 さん

（本　間）智
ち か こ

夏子 さん ｝亀　塚

11月は児童虐待防止推進月間です

相談窓口
　児童相談所全国共通ダイヤル（３桁ダイヤル）
　　　　　　　　　　　　  ☎ 189
　新潟県新発田児童相談所  ☎ 0254-26-9131
　町子ども家庭相談センター
　　　　（子ども教育課内）☎ 27-7082

Ⓡ
オレンジリボンには

子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。

い ち 　 は や 　 　 　く

児童相談所
全国共通
3 桁

ダイヤル

あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。
児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。
お住まいの地域の児童相談所につながります。
※一部のIP電話からはつながりません。※通話料がかかります。

児童相談所や市町村の
相談窓口にご連絡下さい

※連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

虐待を受けたと思われ
る子どもがいたら。

子育てに悩む親が
いたら。

ご自身が出産や子育て
に悩んだら。

●児童虐待とは…？ 
身体的虐待
殴
なぐ

る、蹴
け

る、叩
たた

く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、
溺
おぼ

れさせる、家の外にしめだす　など

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体に
する　など

ネグレクト

心理的虐待
言葉により脅

おど

かす、無視する、きょうだい間で差別的扱いをする、子
どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（DV）　など

乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままに
する、自動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行か
ない、他の人が子どもに暴力を振るうことなどを放置する　など
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職 種 保 健 師 自動車運転手
採用予定人数 若干名 １名程度

主な業務内容

　地区担当制で、妊婦から子ども・青年期・
働き盛り年代・高齢者まで全ての年代を対
象とした保健指導・相談業務を家庭訪問中
心に実施

　聖籠町立こども園（幼稚園）などのバス
などの運転業務、除雪業務および用務員業
務など（採用後の所属先により業務が異な
る）

受験資格
　昭和 53 年 4 月 2 日以降に生まれた方で
保健師の資格を有する方または平成 31 年
3 月 31 日までに資格取得見込みの方

次のすべてに該当する方
①昭和 58 年 4 月 2 日以降に生まれた方
②大型自動車運転免許を有する方で、大型
自動車の運転業務の経験が３年以上ある
方

③大型特殊自動車運転免許および車両系建
設機械（整地）資格を有する方

④過去３箇年の間に交通違反による免許停
止または免許取り消し処分を受けていな
い方

⑤心身とも健康である方

試 験 日
会　　場
試験内容

平成 30 年 11 月 30 日（金）
聖籠町役場

作文試験、面接試験

平成 30 年 11 月 21 日（水）
聖籠町役場

作文試験、面接試験

申込期限
平成 30 年 11 月 20 日（火）

午後５時 15 分まで
平成 30 年 11 月 14 日（水）

午後５時 15 分まで

■申込方法
　「試験案内」を確認の上、｢受験申込書 ｣および「必要書類」を役場総務課に持参または郵送してください。（郵
送の場合、申込期限日の消印のあるものまでが有効）
・｢試験案内 ｣、｢受験申込書 ｣は、役場総務課にあります。
・郵送により申込書などを請求する場合は、封筒の表に「保健師試験受験申込書請求」または「運転手試験
受験申込書請求」と朱書きし 82 円切手を同封してください。

・町ホームページ（http ://www.town.seiro .niigata . jp）からもダウンロードできます。

■試験結果の通知・採用
・試験結果は、受験者全員に対して通知します。
・採用は平成 31 年 4 月 1 日を最初の採用の日とします。

聖籠町職員採用（保健師／自動車運転手）選考試験

お問い合わせ　　役場総務課　総務管理係（内線２２９）
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【
推
薦
・
募
集
期
間
】

11
月
26
日
（
月
）

～
12
月
25
日
（
火
）
ま
で
必
着

（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

【
推
薦
・
募
集
人
員
】

農
業
委
員	

10
人

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員	

６
人

【
任
期
】

農
業
委
員

平
成
31
年
4
月
1
日
～
平
成
34
年

3
月
31
日

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

委
嘱
の
日
～
平
成
34
年
3
月
31
日

【
推
薦
の
求
め
方
と
募
集
の
方
法
】

・
町
内
か
ら
の
推
薦

・
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦

・
一
般
募
集

【
応
募
資
格
】

　

農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
業
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
熱
意
と
識
見
を
有
し
、

就
任
予
定
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
者

①　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

②　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
、

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者

③　

法
令
に
よ
り
兼
務
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
者
そ
の
他
公
務
執
行
上
適

当
と
認
め
ら
れ
な
い
者

【
推
薦
の
手
続
き
】

①　

団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
あ
っ

て
は
、
当
該
団
体
・
組
織
の
代
表

者
が
「
推
薦
・
応
募
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
な
ど
に

よ
り
提
出
す
る
。

②　

①
以
外
で
推
薦
の
場
合
は
、
推

薦
す
る
農
業
者
の
代
表
者
が
「
推

薦
・
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出

す
る
。

【
募
集
の
手
続
き
】

　

応
募
す
る
者
は
「
推
薦
・
応
募
用

紙
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送

な
ど
に
よ
り
提
出
す
る
。

　
な
お
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
は
兼
務
で
き
ま
せ

ん
。

【
推
薦
・
応
募
し
た
者
の
公
表
お
よ

び
選
考
に
つ
い
て
】

　

推
薦
、
応
募
状
況
の
中
間
結
果
お

よ
び
結
果
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

提
出
し
た
推
薦
・
応
募
用
紙
の
記

載
内
容
の
う
ち
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
推
薦
ま
た
は
応
募
し
た
理
由
な

ど
を
公
表
し
ま
す
。

　

推
薦
、
応
募
者
に
つ
い
て
、
候
補

者
評
価
委
員
会
が
提
出
さ
れ
た
書
類

を
基
に
評
価
を
行
い
ま
す
。

・
農
業
委
員
に
つ
い
て
は
、
町
が
候

補
者
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果
を

参
考
に
選
考
し
、
町
議
会
の
同
意

を
求
め
ま
す
。

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ

い
て
は
、
町
農
業
委
員
会
が
候
補

者
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果
を
参

考
に
、
平
成
31
年
４
月
に
行
わ
れ

る
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
選

考
、
委
嘱
を
行
い
ま
す
。

【
推
薦
、
応
募
用
紙
の
配
布
と
受
付
】

　

役
場
産
業
観
光
課
お
よ
び
農
業
委

員
会
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
人
？

農
業
委
員

　

農
地
法
に
関
す
る
許
認
可
業
務
、

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
主
な
業
務

・
許
認
可
に
関
す
る
業
務

・
転
用
違
反
な
ど
の
是
正
指
導

・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
に

向
け
て
の
調
整

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
に
関

す
る
こ
と

・
新
規
参
入
促
進
の
た
め
の
支
援

・
毎
月
の
農
業
委
員
会
総
会
お
よ
び

各
種
会
議
な
ど
へ
の
参
加

【
報
酬
】
月
額
４
万
７
０
０
０
円

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関

す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
主
な
業
務

・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
に

向
け
て
の
調
整

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
に
関

す
る
こ
と

・
新
規
参
入
促
進
の
た
め
の
支
援

・
必
要
に
応
じ
た
農
業
委
員
会
総
会

お
よ
び
各
種
会
議
な
ど
へ
の
参
加

【
報
酬
】
月
額
３
万
円

お
問
い
合
わ
せ

町
農
業
委
員
会
事
務
局

【
電　
話
】２
７
‐
１
９
６
４

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】２
７
‐
２
１
１
９

　町および町農業委員会では、現委員が平成31年３月31日をもって任期満了となるため、
下記のとおり農業委員および農地利用最適化推進委員を募集します。

大切な農地を守る！
町農業委員、農地利用最適化推進委員を募集

大切な農地を守る！
町農業委員、農地利用最適化推進委員を募集

▶
遊
休
農
地
解
消
に
向
け
た
戸
別
訪
問
の
様
子
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お申し込み・お問い合わせ　　役場ふるさと整備課（内線２３５）

起きてからでは遅い。あなた
のお住まい、耐震化大丈夫？

　　　耐震診断 　　　耐震設計 　　　耐震改修

対象と　
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年 5 月 31 日以前に、町
内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有す
る方で町税等を完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第３回：11 月 15 日（木）～	22 日（木）

毎年 4月から12月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この
限りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額　

■申請者負担額
　無料

■町補助額
耐震設計に係る費用の1/2
以内（上限 10 万円）

■町補助額
耐震改修に係る経費のう
ち上限 65 万円

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次および建物の延べ床面
積が判断できる書類の写し

　（登記簿謄本、建築確認済証・
検査済証、課税証明書など）

③申請者の町税の納税証明書（前
年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し（耐
震診断の成果品です。）

③耐震設計に要する費用の
見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写（耐
震設計で作成されます。）

③耐震改修に要する費用の
見積書（耐震設計で作成
されます。）

※補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改修
に要する費用の一部を補助しています。
　診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は人間にたと
えると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断された住
宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

（中越沖地震：平成19年7月16日発生、新潟県柏崎市内）

思い立ったらすぐ行動！
耐震診断費は無料です！
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お問い合わせ　 役場産業観光課  地域振興係（内線１２２）

聖
籠
町
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

制
度
融
資
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
従
業
員
な
ど
の
人
材

育
成
と
商
工
業
の
発
展
の
た
め
、

町
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
て
研

修
会
な
ど
の
経
費
の
一
部
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
聖
籠
町
補

助
金
等
交
付
規
則
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
聖
籠
町
中
小
企
業
人
材

育
成
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ

り
ま
す
。

●
補
助
金
の
対
象
者

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定
す

る
中
小
企
業
者
（
※
注
）
で
、

農
業
・
林
業
・
漁
業
を
除
く
業

種
●
対
象
と
な
る
研
修

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

中
小
企
業
者
を
対
象
に
実
施

す
る
研
修

・
中
小
企
業
大
学
校
が
実
施
す

る
研
修

・
新
潟
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
が
実
施
す
る
研
修

・（
公
財
）に
い
が
た
産
業
創
造

機
構
が
実
施
す
る
研
修

・
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
研
修

●
補
助
金
の
額

・
受
講
者
1
人
に
つ
き
研
修
受

講
料
の
２
分
の
１
の
額
（
千

円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て
）

　

た
だ
し
、
1
人
に
対
す
る
補

助
額
は
3
万
円
が
限
度

・
1
企
業
に
対
す
る
補
助
は
毎

年
度
5
人
ま
で

●
補
助
金
の
申
請

　

聖
籠
町
補
助
金
等
交
付
規
則

第
3
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書

を
産
業
観
光
課
へ
提
出
。
た
だ

し
、
申
請
書
は
受
講
決
定
の
日

か
ら
受
講
の
7
日
前
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

（
内
線
１
２
２
）

　

町
で
は
、
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
、

次
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※中小企業基本法第２条に規定する中小企業者とは…

業　　種 資本金の額また
は出資の総額※1

常時の
従業員数※2

1
製造業、建設業、
運輸業、その他
（2～4以外の業種）

3億円以下 300 人以下

2 卸売業 1億円以下 100 人以下
3 サービス業 5000 万円以下 100 人以下
4 小売業 5000 万円以下 50 人以下
※1は会社　※2は会社および個人

制度名 融資対象 融資条件
資金使途 限度額 利率 償還期間

中
小
企
業
振
興
資
金

一
般
貸
付

融資対象者
①町内に住所および事業所を有する個人また
は主たる営業基盤をおく事業所が町内にあ
る法人または個人

②同一事業を６か月以上営み、常時使用する
従業員が２０人以内である法人または個人

③納期の到来した町税について完納している
法人または個人

運転資金
設備資金

４００
万円
以内

年 2.4％
（内 1.5％
　　利子補給）

運転５年以内
（内据え置き
　６ケ月以内）
設備７年以内
（内据え置き
　６ケ月以内）

開
業
貸
付

融資対象者
　適切な事業計画のもとに独立して開業しよ
うとするもので融資金の返済能力を有する法
人または個人

運転資金
設備資金

２００
万円
以内

年 2.4％
（内 1.5％
　　利子補給）

運転５年以内
（内据え置き
　６ケ月以内）
設備７年以内
（内据え置き
　６ケ月以内）

中小企業
不況対策
特別資金

融資対象者
①町内に在住し、町内に１年以上事業所また
は店舗がある法人または個人

②申込み時点における最近３か月間の月平均売
上高（建設業にあっては完成工事高）が前年
または２年前の同期の月平均売上高（建設業
にあっては完成工事高）と比べて減少し、経
営に支障をきたしている法人または個人

③納期の到来した町税について完納している
法人または個人

運転資金
１０００
万円
以内

年 2.3％
（内 1.4％
　　利子補給）

運転６年以内
（内据え置き
　　１年以内）

地方産業
育成資金

融資対象者
①町内に住所および事業所を有する個人また
は主たる営業基盤をおく事業所が町内にあ
る法人

②納期の到来した町税について完納している
法人または個人

運転資金
設備資金

１０００
万円
以内

①信用保証付き
（責任共有制度
　対象外）1.7％
②信用保証付き
（責任共有制度
　対象）1.90％
③信用保証なし
　　　　2.20％

運転５年以内
（内据え置き
　６ケ月以内）
設備７年以内
（内据え置き
　６ケ月以内）
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笑
っ
て
考
え
よ
う
！

「
家
庭
」「
仕
事
」「
未
来
」の
こ
と

～
男
性
の
家
事
参
画
が
社
会
を
救
う
～

　
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
の
東

大
生
１
０
０
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

人
気
講
義
No.
１
に
選
ば
れ
た
こ
と
で

話
題
の
、
東
京
大
学
教
授
瀬
地
山
角

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
こ
れ
か

ら
の
少
子
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
暮

ら
し
方
、
働
き
方
を
考
え
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
新
発
田
市
・
胎
内

市
・
聖
籠
町
定
住
自
立
圏
事
業
に

基
づ
い
て
行
う
も
の
で
す
。

12
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
開
場
午
後
１
時
）

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ど
な
た
で
も
。
参
加
費
無
料
。

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

【
定
員
】
３
０
０
名

【
入
場
整
理
券
】

11
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

役
場
総
務
課
で
先
着
順
に
配
布

（
１
人
２
枚
ま
で
）

【
そ
の
他
】
無
料
の
一
時
保
育
あ
り

※
６
ヶ
月
以
上
就
学
前
ま
で
、
先
着

10
名
程
度
。
11
月
28
日
（
水
）
ま

で
に
新
発
田
市
人
権
啓
発
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

役
場
総
務
課　
総
合
政
策
係

	

（
内
線
２
２
４
）

ま
た
は
新
発
田
市　
人
権
啓
発
課

☎
０
２
５
４
︲
２
８
︲
９
６
３
０

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を
実
施

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
し
込
み
）
定
員
10
名

11
月
22
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

・

下
越
地
域
若
者

 

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
︲
２
８
︲
８
７
３
５

電
話
受
付
は
平
日
午
前
10
時
～

午
後
５
時（
第
２
金
曜
日
は
休
館
）

「
税
を
考
え
る
週
間
」

11
月
11
日
～
17
日

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」
で
す
。

　

当
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

新
発
田
税
務
署
管
内
の
中
学
、
高
校

生
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
さ
れ
た
、
税

に
関
す
る
作
文
の
優
秀
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
税
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
も
実
施

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
税
の
関
わ
り

に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
・
場
所
】

11
月
10
日（
土
）～
16
日（
金
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
は
11
月
13
日

（
火
）
午
後
３
時
～
４
時

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
発
田
２
階

Ａ Ｑデマ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入

�

の
実
現
を
！

　

数
年
前
に
新
潟
県
の
障
が
い
者
教

育
で
有
名
な
大
学
教
授
の
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。
高
齢
者
と
障
が
い
者
に

は
共
通
点
が
多
い
。
高
齢
者
は
目
と

耳
が
悪
く
な
り
、
足
腰
も
衰
え
反
射

神
経
が
鈍
く
な
り
、
物
事
の
判
断
能

力
が
衰
え
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な

り
や
す
い
と
。
そ
し
て
障
が
い
者
は

先
天
的
、
後
天
的
に
関
わ
ら
ず
生
涯

を
通
し
て
不
便
な
行
動
、
移
動
を
強

い
ら
れ
る
。

　

高
齢
者
の
免
許
返
上
後
の
不
便
な

生
活
を
少
し
で
も
軽
減
し
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
の
高
い
生
活
確
保
の
観
点
か
ら

も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
冬
の
寒
い

日
、
夏
の
暑
い
日
に
不
可
欠
な
も
の

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

	

（
50
才
代
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　
町
で
は
、
独
自
の
公
共
交
通
と
し

て
循
環
バ
ス
を
平
成
14
年
か
ら
運
行

し
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
同
時
間
帯

に
一
定
の
場
所
を
目
的
地
と
す
る
場

合
、
一
度
に
多
人
数
の
乗
車
が
可
能

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
朝
の
高
校
生
・
一
部
の
小

学
生
・
雨
天
時
の
中
学
生
に
よ
る
通

学
利
用
等
で
多
数
の
乗
車
が
あ
り
一

定
の
事
業
目
的
は
果
た
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
過
去
と
比
較
し
て
利

用
者
が
減
少
し
て
い
る
中
で
費
用
対

効
果
の
面
で
は
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
運
行
時
間
・
経
路
の
関
係

か
ら
、
高
齢
者・運
転
免
許
返
上
者・

障
が
い
な
ど
を
持
つ
町
民
に
と
っ
て

は
利
用
し
づ
ら
い
点
が
あ
る
こ
と
も

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
町
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
は
そ
の
目
的
と
利
用
者
像

を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
効

率
的
な
交
通
手
段
を
構
築
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
導
入
や
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
タ

ク
シ
ー
利
用
券
の
配
布
な
ど
の
方
法

も
そ
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
近
隣
自
治
体
で
導
入
し
て
い

ま
す
の
で
そ
の
状
況
に
つ
い
て
調
査

を
し
な
が
ら
、
当
町
で
導
入
す
る
場

合
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
適
し
て

い
る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
現

有
助
成
制
度
（
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
及
び
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
な
ど
）
と
合
わ
せ
な
が
ら
財
政
の

許
す
範
囲
内
に
お
い
て
町
民
の
利
便

性
が
確
保
さ
れ
る
べ
く
、
新
た
な
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入

に
際
し
て
は
町
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

と
ご
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
の
で
、十
分
な
周
知
期
間
を
も
っ
て

町
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
た
う

え
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
政

ポ
ス
ト
に
投
稿
の
あ
っ
た
町
政

に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
質
問
と

そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し

ま
す
。

　
投
稿
者
は
年
代
と
性
別
だ
け

表
示
し
ま
す
。

　
町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
や
Ｅ
メ

ー
ル
で
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
ご

意
見
・
ご
質
問
を
広
報
に
て
紹

介
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
稿
者
や
第
三
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
な
ど
、
投
稿
と
回

答
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

役
場
総
務
課

　
広
報
広
聴
係（
内
線
２
２
２
）

町
政
ポ
ス
ト

Ｑ
＆
Ａ

▲瀬
せ

地
ち

山
やま

   角
かく

 さん



31　H30.11 広報聖籠

男女共同参画通信
vol.6

最
大
５
０
０
万
円

住
宅
建
設
資
金
を
貸
付

　

町
で
は
、
町
民
の
持
家
促
進
と
住

宅
建
設
関
連
業
界
の
振
興
を
図
る
た

め
、
住
宅
建
設
資
金
を
貸
し
付
け
、

借
入
利
子
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま

す
。町

内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
新

築
・
増
築
ま
た
は
改
築
を
す
る
方

で
、町
税
を
完
納
し
て
い
る
方（
事

前
着
工
は
認
め
ま
せ
ん
。）

【
貸
付
金
額
】１
０
０
万
円
～
５
０
０

万
円
（
10
万
円
単
位
）

【
貸
付
期
間
】
20
年
以
内

【
貸
付
利
率
（
固
定
金
利
）】

○
町
内
業
者
に
発
注
の
場
合

10
年
以
内　
年
１
・
８
％
（
う
ち

町
で
０
・
９
％
利
子
補
給
）

11
年
以
上
20
年
以
内

年
２
・
４
％
（
う
ち
町
で
１
・
２
％

利
子
補
給
）

○
町
外
業
者
に
発
注
の
場
合

10
年
以
内　
年
２
・
３
％
（
う
ち

町
で
１
・
１
５
％
利
子
補
給
）

11
年
以
上
20
年
以
内

年
２
・
９
％
（
う
ち
町
で
１
・
４
５

％
利
子
補
給
）

【
償
還
方
法
】
元
利
均
等
ま
た
は
元

金
均
等
の
月
賦
償
還

【
保
証
人
お
よ
び
担
保
】
金
融
機
関

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

取
扱
金
融
機
関

　

第
四
銀
行
東
港
支
店
、
北
越
銀
行

東
港
支
店
、
新
潟
縣
信
用
組
合
聖
籠

支
店
、
大
光
銀
行
新
発
田
西
支
店
、

き
ら
や
か
銀
行
新
発
田
支
店
、
き
ら

や
か
銀
行
新
発
田
西
支
店
、
北
越
後

農
業
協
同
組
合
聖
籠
支
店
、
新
発
田

信
用
金
庫
本
店

役
場
産
業
観
光
課（
内
線
１
２
２
）

新
潟
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
８
０
３
円

　

新
潟
県
最
低
賃
金
額
は
、
従
来
の

時
間
額
７
７
８
円
か
ら
25
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
本
年
10
月
１
日
か
ら

８
０
３
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事

業
を
営
む
全
て
の
使
用
者
及
び
そ
の

事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含

む
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向

け
た
業
務
改
善
助
成
金
や
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談

制
度
も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
業
務
改
善
助
成
金
に
関
し
て
】

新
潟
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
５
︲
２
８
８
︲
３
５
２
７

【
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

の
無
料
相
談
に
関
し
て
】

新
潟
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
（
新
潟
県
社
会
保
険
労
務

士
会
内
）

☎
０
１
２
０
︲
０
０
９
︲
２
２
９

ま
た
は

☎
０
２
５
︲
２
５
０
︲
５
２
２
２

【
相
談
メ
ー
ル
】

soudan@
sr-niigata.jp

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.sr-niigata.jp/

【
最
低
賃
金
に
関
し
て
】

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
５
︲
２
８
８
︲
３
５
０
４

ま
た
は
各
労
働
基
準
監
督
署

税
に
関
す
る
説
明
会を

開
催

　

参
加
費
、
お
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
対
象
地
区
に
限
ら
ず
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
が
可
能
で
す
。

【
対
象
地
区　
阿
賀
野
市
】

11
月
20
日
（
火
）

阿
賀
野
市
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

阿
賀
野
市
岡
山
町
10
︲
15

【
対
象
地
区　
胎
内
市
】

11
月
21
日
（
水
）

胎
内
市
産
業
文
化
会
館

胎
内
市
新
和
町
２
︲
５

【
対
象
地
区　
新
発
田
市
、
聖
籠
町
】

11
月
22
日
（
木
）

聖
籠
町
文
化
会
館

※
開
催
時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も
、

○
年
末
調
整
説
明
会

午
後
１
時
～
２
時
30
分

○
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
説
明
会

午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分

新
発
田
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
３
１
６
１

災害に強い地域にするために
男女共同参画の視点を

取り入れよう！
　10 月 14 日（日）に聖籠町まちな
か防災訓練が実施され、地震を想定
した今回の訓練には、女性９４２人
を含む、合計１９９８人もの参加が
ありました。
　災害時において、女性や子ども、
高齢者、障がい者などは弱者になり
やすいといわれています。東日本大
震災における被害者数は、女性が男
性より１０００人程度多く、特に高
齢者で男女の差が大きくなっていま
す。（出典：内閣府「平成 24 年度版
内男女共同参画白書」）
　災害時には、男女の違いなど多様
な被災者の視点に配慮することが重
要であり、日ごろから災害に備えて
おくことが大切です。
　災害に強い地域社会を作るため
に、男性中心型の防災ではなく、男
女共同参画の視点からの防災を考え
ていく必要があるのです。

チェックしよう！
＊日ごろから災害時を意識しておこう
□家族のニーズに合わせて、水や保
存食、日用品の備蓄

□家族で非常時の行動や連絡手段を
話し合っておく

＊災害時、避難所では男女共同参画
の視点を持とう

□男女別のトイレ、授乳や着替え、
洗濯物を干す場所の仕切りや犯罪
防止対策

□生理用品や下着を配布する際の配
慮や、相談や要望を伝えやすい環
境づくり

□管理責任者の男女両方の配置や自
主防災組織の女性役員の登用
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第
３
回 
恋
♥
カ
レ
ッ
ジ

　
結
婚
検
定

幸
せ
力
を
身
に
つ
け
よ
う
！

　

あ
な
た
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
す

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
「
恋
カ
レ
ッ

ジ
」。　

　

最
終
回
は
、
九
州
大
学
で
“
婚
活

学
”
に
つ
い
て
研
究
し
た
経
験
を
持

つ
佐
藤
剛
史
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
自
分
ら

し
い
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
見
つ
け
ま

す
。20

～
30
代
の
独
身
男
女

イ
ク
ネ
ス
し
ば
た

12
月
１
日
（
土
）

正
午
～
午
後
２
時

■
参
加
費　
５
０
０
円
（
お
茶
・
お

菓
子
付
）

■
定
員　
40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

㈱
ト
ア
イ
リ
ン
ク

ス
ム
ル
ー
ブ
事
務
局
へ
電
話
（
☎

０
２
５
︲
２
９
０
︲
７
６
０
６
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

恋
す
る
♡Christm

as Party

～Merry Christmas de Marry Me

～

　

ク
リ
ス
マ
ス
目
前
、
素
敵
な
恋
の

お
相
手
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

　

リ
ッ
チ
な
ゴ
ル
フ
場
の
ラ
ウ
ン
ジ

を
会
場
に
、
仲
良
く
な
る
シ
カ
ケ
が

満
載
の
ク
リ
ス
マ
ス
婚
活
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
ま
す
♪

　

ビ
ュッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
食
事
を
楽

し
み
な
が
ら
、
お
話
し
し
た
り
、
豪

華
景
品
付
き
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
皆
さ
ま
に
素
敵
な
出
会
い

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
♡

概
ね
25
～
40
歳
の
独
身
の
方

12
月
16
日
（
日
）

午
後
３
時
30
分
～
７
時
（
受
付
午

後
３
時
～
）

新
潟
サ
ン
ラ
イ
ズ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

（
聖
籠
町
東
港
２
︲
１
６
０
︲
６
）

■
参
加
費　
３
０
０
０
円

■
定
員　
男
女
各
21
名
（
抽
選
。
た

だ
し
、
新
発
田
市
、
胎
内
市
、
聖

籠
町
在
住
の
新
規
申
込
者
を
優
先

し
ま
す
。）

■
持
ち
物　
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

■
申
込
期
間　
11
月
１
日
（
木
）

～
11
月
29
日
（
木
）

※
11
月
29
日
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
料

（
全
額
）
が
発
生
し
ま
す
。

男
性
参
加
者
事
前
説
明
会

　

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
講
義
や

模
擬
練
習
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

12
月
６
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

聖
籠
町
町
民
会
館

	

第
２
・
３
会
議
室

㈱
ト
ア
イ
リ
ン
ク
ス
ム
ル
ー
ブ
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
同

事
務
局
（
☎
０
２
５
︲
２
９
０
︲

７
６
０
６
、
午
前
９
時
～
午
後
６

時
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

役
場
総
務
課
　
総
合
政
策
係

（
内
線
２
２
４
）

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
）

【
資
格
】
中
卒
（
見
込
含
）

　

17
歳
未
満
の
男
子
で
成
績
優
秀

か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な

実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で

き
る
者

【
受
付
期
間
】
11
月
１
日
～
30
日

【
試
験
期
日
】
平
成
31
年
１
月
５
日

～
７
日
の
い
ず
れ
か
１
日

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）

【
資
格
】
中
卒
（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】
11
月
１
日

～
平
成
31
年
１
月
７
日

【
１
次
試
験
期
日
】

平
成
31
年
１
月
19
日

○
自
衛
官
候
補
生

【
資
格
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

子
【
受
付
期
間
】
12
月
10
日
ま
で

【
試
験
期
日
】
12
月
16
日

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所

☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
５
６
１
９

♥
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た

 

in
新
発
田

12
月
２
日
（
日
）

	

午
前
10
時
～
午
後
５
時

イ
ク
ネ
ス
し
ば
た

県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
１
対
１
の
出
会
い
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。
当
日
は
会
員
登
録

と
お
相
手
情
報
の
閲
覧
が
で
き
ま

す
。

・

に
い
が
た
出
会
い

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
︲
３
８
４
︲
４
１
５
１

同
時
開
催

♥
恋
か
ふ
ぇ
in
新
発
田

「
結
婚
や
婚
活
に
つ
い
て
気
軽
に

相
談
で
き
る
カ
フ
ェ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
結
婚
を
お
考
え
の
方
や
ご
家

族
の
方
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
定
員　
10
名

（
一
人
あ
た
り
40
分
程
度
）

■
利
用
料　
無
料

・
（
株
）ト
ア
イ
リ
ン
ク
ス
ム
ル

ー
ブ
事
務
局

☎
０
２
５
︲
２
９
０
︲
７
６
１
３

㈱トアイリンクス
ホームページ

ハートマッチにいがた
ホームページ

婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報

～
聖
籠
町
・
新
発
田
市
・
胎
内
市

定
住
自
立
圏
婚
活
支
援
事
業
～

平
成
30
年
度
自
衛
官
等
募
集

※写真はイメージです

▲佐藤剛史さん
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第52回　新発田・北蒲小学校親善陸上大会
　９月 28 日（金）、グリーンスタジアムし
ばた（新発田市五十公野）で、第 52 回新
発田・北蒲小学校親善陸上大会が開催さ
れ、蓮野・山倉・亀代小学校の６年生が参
加しました。
　６年生は全員出場の 100 ｍのほか、80
ｍハードルなどのトラック競技や、走り幅
跳びなどのフィールド競技で、それぞれの
記録に力いっぱい挑戦し、さわやかな汗を
流しました。
　男子走り高跳びで、亀代小の泉隼

はや

人
と

さん
（左写真）が、女子 80 ｍハードルで亀代小
の高崎芽

め

音
いん

さん（右写真）が優勝しました。
おめでとうございます。

　↑各競技の様子。左から女子 4×100m リレー、男子 100m、女子走り幅跳び、男子 1500m。

【説明】聖籠町の小学校在籍者のうち、各競技の入賞者で上位

（100m は 20 位まで、その他は 10 位まで）の児童を

掲載。順位は男女別にて実施される各競技の全体順位。

大会成績　（敬称略）

競技名 性別 氏名 校名 順位 記録

100 ｍ

男
浅野　永

と

遠
わ
山倉 3 14 秒 05

泉　　隼人 亀代 8 14 秒 41

加藤　　仁
じん

亀代 16 14 秒 68

女

福島　怜
れ い

依 蓮野 9 15 秒 05

高崎　芽音 亀代 10 15 秒 07

丸山　実
み

優
ゆう

山倉 12 15 秒 20

阿部かえら 山倉 13 15 秒 30
800 ｍ

（女子競技） 女 丸山　実優 山倉 4 2 分 44 秒 48

80 ｍ
ハードル

男 加藤　　仁 亀代 3 13 秒 87

宮澤　日
ひゅうが

向 亀代 5 13 秒 98

女 高崎　芽音 亀代 1 13 秒 59

細貝　奏
そ

花
な
亀代 5 15 秒 17

走り幅跳び
男

曽我　倖
こう

大
た
亀代 4 395 cm

浅野　永遠 山倉 7 383 cm

高澤　絋
こう

毅
き

蓮野 10 376 cm

女 渡部　愛
め い

生 亀代 5 361 cm

須貝　美
み く

紅 蓮野 6 357 cm

競技名 性別 氏名 校名 順位 記録

走り高跳び 男 泉　　隼人 亀代 1 134 cm

高橋　陽
ようすけ

介 蓮野 7 125 cm

4×100m
リレー

男

泉　　隼人

亀代 6 58 秒 95曽我　倖大
森川　瑞

みず

季
き

加藤　　仁

女

須貝　美紅

蓮野 7 1 分 02 秒 17福島　怜依
遠藤　李

り の

乃
高松　志

し ま

磨
細野　莉

り こ

子

亀代 8 1 分 02 秒 45高崎　芽音
平野　紅

くれ

羽
は

渡部　愛生
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連
勝
街
道
！

　

９
月
15
日
（
土
）
は
明
治
安
田
生

命
Ｊ
２
リ
ー
グ
第
33
節
が
開
催
さ

れ
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
ツ
エ

ー
ゲ
ン
金
沢
戦
を
ホ
ー
ム
・
デ
ン
カ

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
迎
え

ま
し
た
。
前
々
節
の
愛
媛
戦
を
ス
コ

ア
レ
ス
ド
ロ
ー
で
終
え
て
連
敗
を
断

ち
切
る
と
、
前
節
の
岐
阜
戦
は
５
︲

０
で
大
勝
し
、
右
肩
上
が
り
で
調
子

を
上
げ
て
き
た
新
潟
。
ス
タ
ジ
ア
ム

に
は
１
万
５
千
人
超
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
駆
け
つ
け
、
連
勝
を
狙
う
チ
ー
ム

を
熱
い
声
援
で
鼓
舞
し
て
い
ま
し

た
。

　

新
潟
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
田
中
達

也
選
手
が
先
発
に
名
を
連
ね
、
来
季

新
加
入
内
定
の
本
間
至し

恩お
ん

選
手
（
新

潟
Ｕ
︲
18
所
属
）
が
２
種
登
録
選
手

と
し
て
ベ
ン
チ
入
り
。
ベ
テ
ラ
ン
か

ら
若
手
ま
で
す
べ
て
の
力
を
結
集
さ

せ
、金
沢
と
の
一
戦
に
挑
み
ま
し
た
。

　

試
合
は
予
想
通
り
、
立
ち
上
が
り

か
ら
両
者
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
さ
が
真

っ
向
か
ら
ぶ
つ
か
る
構
図
と
な
り
ま

す
。
切
り
替
え
も
非
常
に
ス
ピ
ー
ド

感
が
あ
り
、
目
ま
ぐ
る
し
い
攻
防
に

ス
タ
ン
ド
か
ら
何
度
も
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
23
分
。
広
瀬

選
手
の
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ド
に
抜
け
出

し
た
河
田
選
手
が
、

角
度
の
な
い
と
こ
ろ

か
ら
思
い
切
り
よ
く

シ
ュ
ー
ト
を
狙
い
ま

す
。
枠
内
を
強
襲
し

た
ボ
ー
ル
は
一
度
相

手
Ｇ
Ｋ
に
弾
か
れ
ま

す
が
、
ゴ
ー
ル
前
に

走
っ
た
渡
邉
新
太
選

手
が
泥
臭
く
押
し
込
ん
で
先
制
ゴ
ー

ル
！
縦
へ
の
意
識
の
高
さ
が
結
実
し

た
、
す
ば
ら
し
い
得
点
で
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
リ
ー
ド
を
大
切
に
し
た

い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
直
後
に
コ
ー

ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
失
点
を
喫
し
て
し

ま
い
１
︲
１
に
。
そ
の
後
も
攻
め
合

う
展
開
が
続
き
ま
す
が
、
お
互
い
に

最
後
の
局
面
で
は
譲
ら
ず
、
後
半
も

同
点
の
ま
ま
時
間
は
進
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ど
う
し
て
も
勝
点
３
が
ほ
し
い
新

潟
は
、
80
分
に
本
間
至
恩
選
手
を
投

入
。
指
揮
官
か
ら
「
ど
ん
ど
ん
仕
掛

け
て
い
け
」
と
背
中
を
押
さ
れ
た
本

間
選
手
は
、
交
代
直
後
か
ら
シ
ュ
ー

ト
を
放
つ
な
ど
、
積
極
的
な
プ
レ
ー

を
見
せ
ま
す
。
そ
し
て
迎
え
た
後
半

ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
、
ド
ラ
マ

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
ウ
エ
選
手

か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
左
手
前
で

パ
ス
を
受
け
た
本
間
選
手
が
、
キ
レ

の
あ
る
カ
ッ
ト
イ
ン
か
ら
右
足
で
ミ

ド
ル
シ
ュ
ー
ト
。
新
星
の
一
撃
が
ネ

ッ
ト
を
揺
ら
し
、
土
壇
場
で
勝
ち
越

し
に
成
功
し
ま
し
た
！

　

試
合
は
２
︲
１
で
タ
イ
ム
ア
ッ

プ
。
劇
的
な
幕
切
れ
に
、
ス
タ
ジ
ア

ム
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
ま
し

た
。「
ホ
ー
ム
の
一
体
感
の
中
で
勝

て
て
、
す
ご
く
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
た
本
間
選
手
。
大
役
を

果
た
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
瞬
間
と
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

勢
い
に
乗
っ
た
新
潟
は
、
続
く
第

34
節
の
水
戸
戦
、
第
35
節
の
岡
山
戦

で
も
勝
利
を
挙
げ
、
さ
ら
に
勝
点
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
リ
ー
グ
戦
は
残
り

３
試
合
。
チ
ー
ム
は
ひ
と
つ
で
も
上

の
順
位
を
目
指
し
、
新
潟
ら
し
く
戦

い
ま
す
。
ぜ
ひ
最
後
ま
で
た
く
さ
ん

の
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

ホ
ー
ム
勝
利
！

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
９
月
24
日
（
月
・
休
）、
新
潟

市
陸
上
競
技
場
で
プ
レ
ナ
ス
な
で
し

こ
リ
ー
グ
１
部
第
12
節
・
セ
レ
ッ
ソ

大
阪
堺
レ
デ
ィ
ー
ス
戦
に
臨
み
ま
し

た
。
浮
上
の
た
め
に
、
絶
対
に
負
け

ら
れ
な
い
一
戦
。
選
手
た
ち
は
想
い

を
プ
レ
ー
に
乗
せ
、
立
ち
上
が
り
か

ら
果
敢
に
相
手
を
攻
め
立
て
て
い
き

ま
す
。

　

左
サ
イ
ド
で
は
、
浦
和
か
ら
完
全

移
籍
で
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
北
川
ひ

か
る
選
手
が
躍
動
。
ウ
イ
ン
グ
バ
ッ

ク
を
任
さ
れ
る
と
、
激
し
く
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
、
チ
ー
ム
に
勢

い
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
相
手
を
ハ
ー
フ
コ
ー
ト

に
押
し
込
み
な
が
ら
も
、
な
か
な
か

ゴ
ー
ル
を
奪
い
切
れ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
後
半
15
分
に
決

定
機
が
訪
れ
ま
す
。
北
川
選
手
が
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
の
背
後
に
浮
き

球
の
パ
ス
を
送
る
と
、
絶
妙
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
抜
け
出
し
た
園
田
選
手
が

ダ
イ
レ
ク
ト
で
ル
ー
プ
シ
ュ
ー
ト
を

決
め
、
先
制
に
成
功
し
ま
す
。

　

し
か
し
１
分
後
に
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス

を
も
の
に
さ
れ
、
同
点
に
追
い
つ
か

れ
て
し
ま
っ
た
新
潟
。
そ
の
後
は
攻

め
あ
ぐ
ね
る
展
開
と
な
り
、
こ
の
ま

アルビレックス
新潟情報!!

アルビレックス
新潟情報!!

▲本間至恩選手。積極的なプレーで
チームの勝利に貢献！
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ま
引
き
分
け
濃
厚
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
背
番
号
10
が
魅
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
い
い
位
置
で
Ｆ
Ｋ
の
チ
ャ
ン

ス
を
得
る
と
、
キ
ッ
カ
ー
を
任
さ
れ

た
の
は
上
尾
野
辺
選
手
。
鋭
い
弾
道

を
描
い
た
ボ
ー
ル
は
Ｇ
Ｋ
の
手
を
か

す
め
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
へ
と
吸
い

込
ま
れ
て
２
︲
１
に
。
５
月
３
日
の

Ｉ
神
戸
戦
以
来
と
な
る
、
リ
ー
グ
戦

ホ
ー
ム
白
星
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
ア
シ
ス
ト
と
い
う
形
を
残
せ
た

の
は
自
信
に
な
る
。
う
ま
く
ス
タ
ー

ト
を
切
れ
た
」
と
初
陣
を
振
り
返
っ

て
い
た
北
川
選
手
。
オ
レ
ン
ジ
ブ
ル

ー
の
誇
り
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

な
る
輝
き
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
リ
ー
グ
最
終
節
、
皇
后
杯

も
選
手
た
ち
に
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

11
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
〉

第
40
節　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）

vs
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
41
節　

11
月
11
日
（
日
）

vs
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク	

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

第
42
節　

11
月
17
日
（
土
）

vs
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
1
部
〉

第
18
節　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）

vs
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・
レ
デ

ィ
ー
ス

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム

※
皇
后
杯
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て

は
、
決
定
次
第
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▲北川ひかる選手。初陣で先制ゴールをアシスト！

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

 

（
男
子
）】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
が
所
属
す
る

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
１
部

第
14
節
が
9
月
16
日
（
日
）
に
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
坂
井

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ｓ
Ｃ
と
対
戦
し
ま
し

た
。
試
合
開
始
直
後
か
ら
積
極
的
に

ゴ
ー
ル
を
狙
い
数
多
く
の
シ
ュ
ー
ト

を
放
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ
で
し
た
が
、
得
点

を
奪
う
こ
と
が
で
き
ず
0
︲
0
で
試

合
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
節
と
な
っ
た
こ
の
日
は
『
聖

籠
・
新
発
田
サ
ン
ク
ス
デ
ー
』
と
し

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

観
光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は
聖
籠
産
の
巨

峰
や
新
発
田
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な

ど
を
販
売
し
、
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
だ
け

で
は
な
く
ア
ウ
ェ
イ
チ
ー
ム
の
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
も
聖
籠
町
・
新

発
田
市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
開
始
前
に

は
聖
籠
町
へ
福
祉
用
具
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
全
校
で
回

収
し
た
空
き
缶
を
売
却
し
、
車
椅

子
や
歩
行
器
を
購
入
し
て
聖
籠
町

へ
寄
贈
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
、

２
０
０
８
年
か
ら
11
年
連
続
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
地
域
貢
献
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
『
蹴
心
』
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
を

目
指
し
戦
っ

て
き
ま
し
た
。

昇
格
は
果
た

せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
皆

さ
ま
の
熱
い

ご
声
援
の
お

か
げ
で
最
後

ま
で
走
り
抜

く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
シ
ー
ズ
ン
も
地
域
の

方
々
と
共
に
走
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

タ
開
催
決
定
】

　

昨
年
は
１
０
０
人
サ
ッ
カ
ー
、
親

子
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
巨
大
す
ご
ろ
く
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
行
い

２
２
３
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
種
目
を
企
画

中
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

日
程　
11
月
24
日
（
土
）

場
所　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ

ッ
ジ
グ
ラ
ウ
ン
ド

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 聖籠町網代浜925-1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP： http://team.cupsnet.com/
学校Twitter： @JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP： http://team.cupsnet.com
チーム公式Twitter： @jyappi

JAPANサッカーカレッジチーム紹介サイト 検 索

試合情報や
イベント情報を
更新中！
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み ん な の ひ ろ ば

新・食は味楽来

渡辺 想
のぞむ

 ちゃん 森田 笑
え み り

美莉 ちゃん

杉崎 直
なおひろ

広 ちゃん鈴木 悠
かなた

 ちゃん

根岸 李
り ほ

帆 ちゃん

片山 太
た お

鳳 ちゃん

仁平 常
つねひろ

寛 ちゃん

元
気
に
育
っ
て
ね
！

　

こ
の
写
真
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
乳
児
健
診
会
場
で
主
に
４
か

月
健
診
対
象
乳
児
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）管理栄養士　☎２７－６５１１

「食育」は子どもたちへの最高のプレゼント！

　名称はそれぞれの食品が持つ、体内での主な働きをイメージできるものとし、キャラクターたちは３つが
そろわないと、元気がなくなる特徴があり、元気な体を作るためにはどれもが必要で欠けてはいけないこと、
バランスよく食べることを表しています。

ぐんぐんちゃん（主菜） いきいきちゃん（副菜） もりもりちゃん（主食）

町
の
宝
で
〜
す

９
月
の
乳
児
健
診
か
ら

町の食育の基盤

こども園で食育劇

食推会員

随時募集中！

鑑賞無料
見に来て
ね♥

● 平成30年度の上映日程（11月）●
15日（木）聖籠こども園（2歳児）
16日（金）蓮潟こども園（全クラス）
21日（水）蓮野こども園（全クラス）
28日（水）亀代こども園（全クラス）
時間：午前10時30分～30分程度
場所：各園内
※詳しくは各園にお問い合わせ下さい

● キャラクターの原点となった食育劇 ●
町食生活改善推進委員が中心となり、町の健康課題から毎年見直しをかけて、劇の台本
を作成し、衣装や小道具などもすべて会員手作りです。平成１８年度から全園児対象に
実施継続しています。その他、調理実習や郷土料理講習会など幅広く活動中です。一緒
に活動してみたい方はぜひご連絡ください。

　「健康せいろう 21」の計画の中に、健康・長寿へのヒントとして「緑丸の健康１０か条」がありますがご
存知でしょうか？１０か条の一つ目は「いろとりどりな食卓に  主

も り も り

食・主
ぐ ん ぐ ん

菜・副
い き い き

菜で」
と町の食育キャラクターでも推進しているバランス食の重要性をうたっています。原点となった食育劇はこ
ども園で見ることができますのでご覧になってみてくださいね。
< 聖籠町の食育キャラクター >

赤色 緑色 黄色
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み ん な の ひ ろ ば

猫太郎さん 16歳さっちゃんさん 7歳 なちさん 2歳

投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ

ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
）

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

迫
力
の
砕
氷
艦

東
港
で一般
公
開

よ
い
歯
の
秘
訣

お
聞
き
し
ま
し
た

『
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認
』

開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ

高
等
部
が
町
長
を

表
敬
訪
問

　

新
潟
開
港
１
５
０
周
年
記
念
事
業

の
た
め
、
南
極
観
測
船
砕
氷
艦
「
し

ら
せ
」
が
新
潟
東
港
に
入
港
し
、
艦

内
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
ら
せ
は
海
上
自
衛
隊
が
運
用
し
、

入
港
前
は
震
度
７
を
観
測
し
た
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
の
被
災
者
に
食
糧

や
水
を
提
供
し
た
ほ
か
、
艦
内
の
浴

室
や
休
憩
室
を
解
放
し
、
被
災
者
を

支
援
し
ま
し
た
。

　

し
ら
せ
は
厚
さ
１
・
５
メ
ー
ト
ル

の
氷
を
砕
き
な
が
ら
進
み
、
南
極
地

域
観
測
協
力
を
行
う
日
本
唯
一
の
砕

氷
艦
で
、
南
極
で
観
測
活
動
を
行
う

隊
員
や
、
必
要
な
物
資
を
運
ぶ
運
送

任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
公
開
で
は
艦
内
見
学
の
ほ
か
、

実
際
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
南
極

の
氷
が
展
示
さ
れ
、
し
ら
せ
の
姿
を

一
目
見
よ
う
と
多
く
の
お
客
様
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
「
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」（
80
歳
以
上
で
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
持
っ
て
い
る
方
が

対
象
）
で
蓮
野
の
二
宮
正
光
さ
ん

（
80
）が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

30
本
の
歯
を
維
持
し
て
い
る
よ
い

歯
の
秘
訣
を
聞
く
と
、「
40
年
ほ
ど

前
に
健
康
の
た
め
に
は
歯
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
知
り
、
そ
れ

か
ら
毎
日
３
回
の
歯
み
が
き
と
歯
間

ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
、
洗
口

液
な
ど
を
習
慣
に
し
て
い
ま
す
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
３
か
月
に
１
度
ず
つ
か
か
り

つ
け
の
歯
科
医
院
で
健
診
を
受
け
て
、

歯
石
を
取
り
除
い
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
た
い
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

二
宮
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
こ
れ
か
ら
も
よ
い
歯
を
保
っ

て
く
だ
さ
い
。
保
健
福
祉
課
で
は
コ

ン
ク
ー
ル
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課

（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
７
︲
６
５
１
１

　

開
志
学
園
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
高
等
部
か
ら
、
中
澤
未み

也や

美び

さ
ん
と
山や

ま

上う
え

ひ
と
み
さ
ん
が
町
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
お
二
人
は
、

第
27
回
全
国
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
新
潟
大
会
で
準
優
勝
し
、

北
信
越
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

中
澤
さ
ん
は
「
６
年
連
続
の
（
全

国
大
会
）
出
場
を
か
け
、
一
人
一
人

が
し
っ
か
り
と
準
備
を
整
え
て
が
ん

ば
り
た
い
。」
山
上
さ
ん
は
「
県
大

会
が
準
優
勝
と
い
う
結
果
だ
っ
た
の

で
、
北
信
越
で
は
必
ず
優
勝
を
勝
ち

取
り
た
い
！
」
と
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
（
金
）
～
15
日
（
木
）

ま
で
の
７
日
間
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な

ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

と
て
も
危
険
で
す
。

　

10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
ま
た
は
お
近
く
の
消

防
署

☎
２
２
︲
８
０
９
６

9
15・16

10
2

▲全長１３８メートル、幅 28 メートルの
　砕氷艦「しらせ」

▲県大会の表彰状を手に全国大会出場を誓う
山上さん（左）と中澤さん（右）



蓮野・蓮潟・亀代こども園 運動会開催
　10月６日（土）に蓮野、蓮潟、亀代の３こども園で運動会が行われました。その様子を写真で紹介
します。
　かわいらしいダンスやかけっこなど、毎日一生懸命練習してきた成果を発揮した園児たちの姿に、
応援席は笑顔と感動につつまれました。

蓮 野 こ ど も 園

蓮 潟 こ ど も 園

亀 代 こ ど も 園
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くよくよ悩まずまず相談、あなたに寄り添う人がいる
○保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７- ６５１１
○新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部地域保健課　☎０２５４- ２６- ９１３３
○新潟こころの相談ダイヤル　☎０５７０- ７８３- ０２５

ひとりで悩まず、
ぜひご相談ください。


